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宮澤賢治の観じた西域
投影としてのアジア像
濱 田 英 作
一．宮澤賢治と西域 問題意識の形成とその所在
宮澤賢治（1896年?明治29年>～1933年?昭和８年>、以後文中では単に賢治と記述する場合も
ある）は、いまさら説明するまでもない、周知かつ著名の人物である。
その才能は多彩で、詩人・文学者・教育者・音楽家・エスぺランチスト・化学者・地質学者・農
民啓蒙活動家・宗教者などの多様な側面を持つ。その郷里である岩手県花巻は、いまや聖地かつ観
光地として信奉者の訪問が引きも絶えず、最近生誕百年を迎えて盛大な各種イベントが挙行され、
精緻な校閲を施した全集・かれのさまざまな側面に関連する多数の著作や研究書・かれの作品を朗
読した CD・かれの作曲した音楽を演奏した CDなどが、現在なお陸続として発表されており、賢
治について専門に研究する学会すら組織され、さかんに活動している。
このようなブームの中で、いまや神格化された感すらある 賢治菩
﹅
薩
﹅
などといわれたりするこ
ともある 宮澤賢治であるが、その作品中には、西域、いわゆるオアシス・シルクロードに関連
するものが、かなり見られるのである。実際に、自らが「西域三部作」などと称し構想した作品群
も存在する。
では、20世紀の前半、日本においてはマス・メディアなど存在せず、世界の情報に関する伝達も
現代とは比較にならないほど遅く少なく、現代に見られるようなシルクロード・ブームなどという
ものもありえず、いなむしろ、シルクロードということばや概念すらまったく一般には知られてい
なかったこの時代、まして貧困と低い生活文化の水準に苦しむ東北の一地域において、かれはどこ
から西域の知識とイマジネーションを得たのだろうか。
当論筆者は、専門分野である東西交渉史の研究を進める中で宮澤賢治と西域との関わりに興味を
持ち、21世紀アジア学部に奉職してからは、広いアジア文化文明論の構築を構想する中で、明治維
新による近代化後の日本人の対アジア観形成の軌跡を考えるようになり、その一環として、かねて
親しんだ作品群の作者である宮澤賢治の心性形成を、対アジア・対シルクロードといった観点で、
今回取り上げたものである。
二．宮澤賢治の西域関連主要作品
宮澤賢治の西域関連主要作品は数多く、みずから「西域異聞三部作」などとも称した作品群を構
想してもいたようである。ただし、夙に指摘のあるように(１)、賢治にとってどこからどこまでが
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西域であるかということを、歴史的用語としての「西域」と整合させようとしても、あまり意味は
ない。なぜならば、賢治にとっての西域とは、当時の時代的地域的制約のもとで、賢治が知りうる
限りの知識と情報とをもって拵え上げたイメージの世界だからである。そのため、地名や時代、そ
して地理的な位置関係についても、錯誤 というよりも恣意 が相当に見受けられ、その想像
は自由自在に伸縮しまた変容して、かれの多彩な作品の各処に、断片的に顔を出しているケースも
数多いのであって、これを抽出するのはけっして容易な作業ではないのである。
とはいえ、その芸術的創造力を刺激されたという点において、明らかに賢治に巨大な契機を与え
たと思われる、シルクロード上の実際の出土物が、確実にひとつは指摘できる。
それは後述するが、イギリスの探検家であるスタインが前世紀の初めに発掘した、中央アジア、
現中国新疆ウイグル自治区、タリム盆地南部、タクラマカン砂漠の中に埋もれていた、ミーラーン
という仏教寺院遺跡に遺されていた壁画で、そこには、ヘレニズム技法が使われてギリシア・ロー
マ風の顔立ちをした、有翼天使や童子や美しい少女の像が描かれていたのである。
賢治の作品の中で、これを直接の題材としたものには、
断片「〔みあげた〕」
内観譚「マグノリアの木」
幻想譚「インドラの網」
童話「雁の童子」
の四者があり、それ以外に「小岩井農場」を代表とする心象スケッチ詩群の中にしばしば出現する、
巨大な白い素足を持つ中生代の不思議な生物には、身にまとう衣服や首飾りなどの装飾品などの面
で、明らかにこれら壁画の人物像のイメージがまつわっており、しかもこの素足を持つ存在は、臨
死体験童話「ひかりの素足」中の救世仏としても、ほとんどそのまま生かされている(２)。
このシルクロード風の天人のイメージが現れる心象スケッチはこれ以外にもあり、スタイン発見
のミーラーン壁画から賢治の受けた芸術的衝撃が、いかに大きかったかということを、ありありと
物語っている。
では、この中ではっきりと発展の系譜が読み取れる、「〔みあげた〕」・「インドラの網」・「雁の童
子」という三者の発想の展開を、あえて推測してみよう。
すると、まず「〔みあげた〕」で、賢治はこの壁画の天童子に、「おゝ天の子供らよ。私
﹅
の
﹅
壁の子
供らよ。出て来い。」（傍点筆者）と熱烈に呼びかける。だが、かれらの描かれた壁はすでに崩れて、
いまやその跡を尋ねる由もない。
しかしかれらミーラーン天人の魅力に憑かれた賢治は、それならというわけで、天童子を自分の
幻想夢の中に出現させ、「私はコウタン大寺を沙の中から掘り出した青木晃というものです。」と、
つまり私が砂漠の中からあ
﹅
な
﹅
た
﹅
が
﹅
た
﹅
を
﹅
発
﹅
掘
﹅
し
﹅
た
﹅
人間だと、いささか強引に宣言する。これが「イン
ドラの網」であるが、さすがに賢治にも引け目があったものか、この天童子たちの態度は、いまだ
賢治によそよそしいところがある。
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だがもちろん、そんなことでは到底我慢のできなかった賢治は、結局は「雁の童子」を書いて、
「〔みあげた〕」における呼びかけどおり、天童子を「私の子」にしてしまう（それも天人たちを鉄
砲で撃ち落としてまで?）のである。のみならず、逆に童子の方から、育ての父である須利耶圭の
腕に抱かれながら「お
﹅
父
﹅
さ
﹅
ん
﹅
。お許し下さい。私
﹅
は
﹅
あ
﹅
な
﹅
た
﹅
の
﹅
子
﹅
です。この壁は前にお
﹅
父
﹅
さ
﹅
ん
﹅
が
﹅
書
﹅
い
﹅
た
﹅
のです」（傍点筆者、「雁の童子」の中では、古代寺院址より発掘された天童子の壁画が雁の童子に生き
写しだという設定になっている）とまで告白させるという熱狂 逆上 ぶりである。
こうしたことから、この養父 そして前世の生みの親 須利耶圭こそは間違いなく賢治自身
であるということが判るのであって(３)、まさにこのスタイン発掘ミーラーン天童子は、作品を
「わらしこさえるかわりに書いたのだもや」(４)と述べる賢治の、現実には授かり得ない と賢治
は自己規定する 我が子の代替物としての意義すら持つ、最重要な芸術的産物として変容したの
だといえよう。
その他としては、当論においては、考察の展開上重要な意義を持つ詩、「葱嶺（パミール）先生
の散歩」（後出）を挙げておくに止めよう。
なお、賢治と西域の関わりについて専ら考察・考証した論考は金子民雄のものに指を屈するが、
それらは主として、以下のようなものである。
金子民雄
「流沙に埋もれた有翼の童子」（新修宮澤賢治全集別巻）
「雁の童子小考」（新修宮澤賢治全集10月報５）
「イーハトヴ地理」５（イーハトヴ通信）
『山と森の旅 宮澤賢治・童話の舞台』（れんが書房新社、昭和53年４月）
『山と森の旅 宮澤賢治・童話と詩の舞台』（れんが書房新社、昭和54年10月）
『宮澤賢治と西域幻想』（中公文庫、平成６年７月）
このうち、『宮澤賢治と西域幻想』はその集大成であり、当論においては、専らこれを参考・引
用した。
三．賢治と西域に関連する年譜
賢治は岩手県花巻の人であるが、当時の花巻は稗貫郡という地域の小邑でしかなく、賢治が学ん
だ盛岡中学校・盛岡高等農林学校のある盛岡市も、岩手県庁所在地であったとはいえ地方都市であ
り、そうした点からすると、漢籍による古代の知識を除いては、当時なお「Innermost（最奥）ア
ジア」と目され、ようやく科学的・地理学的な調査が欧米人の手によって進められつつあった西域、
すなわち現在の中央アジアや新疆ウイグル自治区一帯に関する最新の情報を大量に、かつ手早くリ
アルタイムに仕入れられるのは、なんといっても首都である東京である。
また賢治は、みずからの知識欲を満たすため、また日本女子大学在学中に結核を発病した妹の看
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病のため、さらには父親との葛藤から来る発作的家出などのさまざまな理由から、しばしば東京を
訪れている。
そこで、賢治が上京した年を調べてみると、大略下のような年譜が描ける(５)。
1916（大正５）20歳 ８月 ドイツ語講習会のため上京一ヶ月
◆この間に、上野の帝室博物館（国立博物館）など見た可能性あり
1918（大正７）22歳 ８月 童話創作開始
12月 妹トシの看病のため母とともに上京
1919（大正８）23歳 １月後半以降 一人で看病
◆人造宝石製造販売を企図のため上野の図書館に通い研究
３月上旬 妹と花巻へ帰る
◆家業（質屋、古着屋）を手伝う。浮世絵、書籍収集
1920（大正９）24歳 日蓮への帰依を 明し、国柱会（日蓮主義の団体）に入会
1921（大正10）25歳 １月 家出し上京。国柱会で奉仕活動
◆法華文学を勧められ、猛烈な創作を開始。後の有名な童話はみなこのころに原形
ができるという
８月 帰郷
12月 稗貫農学校（花巻農学校）教諭に就職
1922（大正11）26歳 11月 トシ死去
1923（大正12）27歳 １月 上京。出版社に原稿を持ち込むも断られる
◆1924頃、西域関係の童話、詩など連作
1926（大正15／昭和元）４月 農学校を退職、羅須地人協会設立、農民啓蒙と救済の活動
12月 上京。上野図書館へ通う。YMCAでタイプを習い、新交響楽協会
でオルガンを習い、丸ビル旭光社でエスペラントを習う
一方、当時のシルクロード調査探検活動はきわめて活発であり、南極探検・北極探検とともに、
それは前世紀から始まる西欧列強による「テラ・インコグニタ（地理上の空白地帯）」を埋めんと
する、大きな動きの一環として位置付けられる(６)。
その背景にある事情は、
① 19世紀西欧帝国主義列強の植民地争奪→地政学的要請
② 植民地支配のための地理、歴史、文化すべての分野にわたる研究の必要性
③ 秘境探検ブームと功名競争（これはリンドバーグの大西洋横断にまでつながる）
というものであり、また国際政治的には、最終目的である中国支配を巡る中央アジアの覇権争い、
具体的に言うと、
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イギリス 対 ロシア
インドから北上 シベリアから南下
というきなくさい事情もあった。
こうした諸種の背景から、各国による盛んな探検が実施され、その成果は欧米各地の美術館と博
物館に展示され、あるいは研究の用に供されている。
いまその代表的な動きを、専ら賢治に関連させながら略式に年譜にすれば、下のようなものとな
るだろう。
主な探検
プルジェヴァリスキー（露）
1871～1885 四回モンゴル、タリム盆地、チベット探検 ◆ロプ・ノール調査
1888 五回目 中央アジア探検途中で死去
コズロフ（露）プルジェヴァリスキーの弟子
1889～1909 四回探検 ◆ロプ・ノール調査、カラ・ホト発掘
オーレル・スタイン（英）
1900～1901 第一回 カシュガル～ホータン～ダンダーン・ウィリク～ニヤ
1906～1908 第二回 楼蘭・ミーラン遺迹発掘～敦煌～河西～安西～ハミ～トルファン～クチャ
～タクラマカン縦断～ホータン ◆敦煌文書の発見
1913 第三回 ミーラン壁画の採集（第３寺・第５寺、ローマ風天使・人物群像）敦煌～カ
ラ・ホト～高昌故城～ベゼクリク壁画採集～アスターナ古墳発掘
スタインの報告書 Ancient Khotan 1907
 
Ruins of Desert Cathay 1912
 
Innermost Asia 1929
一般書 Serindia 1921
 
On Ancient Central-Asian Tracks 1933
スウェン・ヘディン（瑞）リヒトホーフェンの弟子
1899～1902 ロプ・ノールと楼蘭遺迹の調査→『さまよえる湖』説
1927～1933 瑞中共同で、西北科学考査団（シノ・スウェディッシュ・エクスペディション）を組
織 ◆隊員ベリマンによる居延漢簡の発見、木簡学の誕生
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ポール・ペリオ（仏）ライシャワー元駐日大使の師、スタインと並ぶ敦煌学の祖
1906～1908 敦煌文書の調査 現在パリのギメ博物館にペリオ・コレクションあり
ドイツ・トルファン探検隊
1902～1903 第一回
1904～1905 第二回 ル・コック探検隊
1905～1907 第三回 ル・コック クチャなどの千仏洞調査
1913～1914 第四回 ル・コック
日本・大谷探検隊
浄土真宗本願寺派（お西、西本願寺）第二十二世法主、大谷光瑞が企画。当時二十六歳。目的は、
仏教東伝の道を探ること。
1902～1904 第一回 光瑞、本多恵隆、井上弘円、渡辺哲信、堀賢雄
光瑞、本多、井上はカシュガルからアフガン、インドへ抜ける。渡辺、堀は
ホータン、クチャへ。
1908～1909 第二回 橘瑞超、野村栄三郎
橘は当時18歳。トルファン、楼蘭、ニヤ、ホータンなど探検。
◆李柏文書発見（紙に書かれた漢文文書、現在龍谷大学に保管）
1910～1914 第三回 橘瑞超、吉川小一郎
クチャのキジル千仏洞、トルファンのアスターナ古墳群調査。
英国少年助手ホッブスとの死別
崑崙山脈を越えてチベットへの挑戦の失敗
出迎えに来た吉川との劇的出会い
報告書
『新疆探検記』1911
『中亜探検』1911
『西域考古図譜』1916
『新西域記』1937
『東京国立博物館図版目録（大谷探検隊将来品篇）』1971
『西域文化研究』1958-63
●現在、収集物は旅順博物館、ソウル中央博物館、東京国立博物館に分散、個人蔵もある。
また京都の龍谷大学図書館には写経・古文書類（李柏文書）がある。
これらの盛んで華々しい中央アジア探検の動きとその報告書の出版年月とを、賢治が上京した年
と比較していくと、大略次のようなことがわかってくる。
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すなわち、スタインがミーラーンの寺院遺跡で、天使像、仏陀本生譚、供養者像などを描写した、
すばらしいヘレニズム技法の壁画を発見したのが第二回探検のときで、それを採集したのが第三回
のときである。その成果が写真版として報告書に記載されるのは、Ruins of Desert Cathay 1912
においてである。
ここから先は推測の域を出ないが、賢治はAncient Khotan 1907と Ruins of Desert Cathay
 
1912を、1916、1919、1921、1923の上京の際に上野図書館（帝国図書館、国立国会図書館の前身、
現在の国際子ども図書館）で見たという仮定は、十分成り立つものと思われる。またその時期まで
には、図書館にスタインのこの豪華な書籍が納入され整理されて書架に置かれるに至る、十分な時
間的ゆとりがあったと考えてもいいのではないだろうか(７)。
ではなぜ賢治が、西アジア～中央アジアの古代遺跡や、その遺跡がなお滅びずに息づいていた時
代とその地域、すなわち「西域」に対して、それほどの興味を持ったのであろうか。
それについては、下記のように、いくつかの理由が考えられる(８)。
① 賢治の生家、とくに父親は浄土真宗を熱心に信仰し、花巻仏教会まで組織したほどの力の入
れようである。また賢治の父方の伯母は、賢治に子守り歌代わりに、親鸞の「正信 」と蓮如
「白骨の御文章」を聞かせたという(９)。このような家庭環境の下に育てられた賢治に、仏教
的世界像が深く刷り込まれたのは無理もないことだろう。実際、賢治自身も、盛岡中学校時代
の父宛書簡（書簡６）に、「歎異鈔の第一頁を以て小生の全信仰と致し候」と書いている(10)。
ところで浄土真宗といえば、浄土真宗本願寺派（西本願寺）の大谷光瑞率いる大谷探検隊は、
上記の如く、1902年から1914年にかけて、インドから中央アジアの滅びた仏教遺跡の調査に訪
れている。その記録は、まず橘瑞超の書いた読み物『新疆探険記』1911および『中亜探検』
1911、そして報告書『西域考古図譜』1916として発表されている。
ひるがえれば、花巻仏教会まで組織した地域の金満有力者、そして熱心な真宗信者である宮
澤政次郎（賢治の父）のもとには、真宗関係の雑誌や広報などの宣教文書が、定期的に届いて
いたに違いない。そうした文書中に、大谷探検隊の時々刻々のニュースとその成果とが記載さ
れていたことは、大いにありうることではないだろうか。すなわち賢治は、子供のころから大
谷探検隊のニュースをリアルタイムで耳にし、また目にしたことがあるに違いないのである。
その一方で、賢治は『西遊記』『千夜一夜物語』などのファンタスチックかつエキゾチック
な世界にも親しんだという(11)。また盛岡中学校卒業後、嫌悪する家業の質屋の手伝いに従事
せざるを得ず、将来の展望も開けぬまま絶望しきっていた賢治は、島地大等編『漢和対照 妙
法蓮華経』を読み、ほとんど一夜にしてといってよいほどの状態の中で熱心な法華経の信者と
なるが(12)、法華経はその中で華麗な仏国土の有様を繰り返し描写しており、賢治はここから
も仏教的ファンタジーの世界に深く触れたのである（13）。
② 他方では、賢治は盛岡高等農林学校で、当時最先端だった西欧の科学的知識と研究手法とを
身につけ、また盛岡ではタピングという宣教師のもとで英語を習い、しばしば上京した東京で
は大正デモクラシーとモダニズムの洗礼を受けて、欧米文化にも深い造詣と親近感を抱いてい
宮澤賢治の観じた西域 83
た。時代はまさに第一次世界大戦のさなかであり、トルストイなどに代表されるロシア的ユー
トピア、そしてウィリアム・モリス、エマーソン、ラスキン、ソロー、自然主義への憧れもあ
った（後に賢治は、岩手県における労農運動に本格的に肩入れし、みずから羅須地人協会とい
う農民啓蒙活動の拠点を構築する）。
これらは賢治に、日本以外の世界への目を開かせるのに十分すぎるほどの条件であっただろ
う（14）。
③ さらに賢治は、美術と音楽に対して大きな関心を持っていた。それは後に、浮世絵収集と鑑
賞、花巻農学校生徒への泰西名画の紹介や演劇指導、東京での歌舞伎見物、浅草オペラなどに
代表される芝居見物、クラシック音楽の鑑賞と実践などの形で、具体的に見て取ることができ
る。
つまりこれらの要素と条件とが下地となって、西域探検のニュースや報告書に触れたときに、本
来芸術的表現者としての才能を持っていた賢治は大きく触発され、心中に豊かなインスピレーショ
ンが湧き上がったのだろうと思われるのである。
四．ユートピアと疎外感
宮澤賢治が、郷里岩手県の山川と田園を跋渉してその作品世界の着想を得たことはよく知られて
いる。またそれだけではなく、賢治は、しばしばみずから「喪神」と呼ぶ、心神喪失状態に入って
幻想夢を体験し、それを記憶が新しいうちに手帳などに素早く書き留め、そのきわめて多くが、か
れのいわゆる「心象スケッチMental Sketch Modified」の製作の素材となったことは、板谷栄
城が詳細緻密に論じているところである（15）。
そうしてかれが、みずからの内部に構成した空想上の岩手県、賢治自身のことばによれば「ドリ
ームランドとしての日本岩手縣」、つまり自分だけの世界を、「イーハトヴ」と名づけていたのも、
また周知のことがらである（16）。
これは賢治がユートピアとしての空想世界や幻想世界への憧れを持っていたという、かれの性向
を示すものであるが、ではなぜ、賢治はユートピアに憧れたのだろうか。このことを言い換えれば、
下のようになる。
すなわち、手を加えずとも豊かな芸術的発想を齎してくれると思われる岩手県の風土から（実際
に岩手県の風土をそのままに読み込んだ作品も数多い）、なぜ賢治は、わざわざ別の 自分自身
の ユートピアを、いまさら構築する必要があったのだろうか。
これに関しては、すでに述べた そして周知の 賢治の多様な側面に加えて、さらに別の面
を検討しなければならない。
宮澤賢治が、花巻農学校を退職して羅須地人協会というものを作り、そこを拠点として白樺派風
の 生活即ち芸術（17） 農民啓蒙活動を展開しようとしたことは、これもまたよく知られてい
る。そしてこの活動の一環としての水田施肥相談と指導に奔走する中で賢治は発病し、羅須地人協
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会は構想中途にして挫折するのだが、この歴史とその経緯についても、すでに多数の人の書きかつ
論じているところである。
この活動こそが、賢治をして「菩薩」と後代の人から呼ばしむる所以のものなのであるが、これ
も夙に検討されているように、こうした賢治の活動も行為も、当時の花巻の農民からは相当程度に
白眼視され、賢治もまたその事実を応分に自覚していたということは、虚心に見れば、かれの多数
の詩の内容から、比較的容易に読み取れるのである。そして賢治はこのことに対して、淋しい悲哀
とともに、自分の理想が通じない、通じさせてもらえない憤懣 ルサンチマンを持ち、それは現
実の世界からの疎外感というものを、かれにもたらしたのであった。
この、疎外感から来る淋しさ、悲傷（18）、そして周囲から認められない憤懣などのネガティヴ心
理が、賢治の持つもうひとつの特性であるのだが、じつはそれはなにも羅須地人協会時代からのみ
始まったものではなく、以前より賢治の心中に、牢固として存在していたものなのであるというこ
とを、『賢治の心理学』の著者矢幡洋は、?関係嗜癖>という術語およびその概念とを軸に、見事に
説き明かしている（19）。
いまそれについて祖述することは当論の目的ではないので、その仔細は省略し、ここでは、矢幡
の論考他を基にして当論筆者が考えた、賢治の持った疎外感の原因となった要素についてのみ列挙
することとする。なお参考文献、引用文献は、そのつど注に挙げてある。
まず、賢治の生家である宮澤家は、その祖宗が元禄時代という昔に京都より花巻に移り住んだと
されるが（20）、悪路王以来の歴史を誇るこの日高見の国にある花巻では、この一族が、いまだに新
参者扱いであるという事実がある（21）。
次に、賢治の生家は質屋と古着商を営み、母方（これもまた宮澤一族）も花巻の豪商で、父政次
郎は町議も務めるなど、花巻の政治経済は宮澤一族が支配し、その状況は現在もなお続いてい
る（22）。要するに宮澤一族は、賢治のことばで言えば「財ばつ」（23）であり、新参者ということと併
せて、花巻ではかならずしも好印象を持たれていないのである（24)。
加えて宮澤一族には、賢治および妹トシ（敏子）、またそれ以外にも、当時死病とされた肺結核
の患者が多く、これもまた賢治の心理およびその生涯に、罹病による孤独の宿命という、ネガティ
ヴな影を投げかけ続けた(25)。
他方、賢治の父政次郎は理財家として辣腕であり、賢治に後継者の望みをかけたが、賢治にはそ
の能力はなく、逆にかれの有した文学的天才や芸術家としての天分は、現実家の父には奇矯な才能
の突出としか見えず、ついにその評価するところとはならなかった。そのため賢治が、「父母の期
待にこたえられない」という負い目とコンプレックスとを生涯持ち続けたことも、また確かであ
る(26)。
賢治の父は一方で、熱心な浄土真宗の信者として花巻青年に対する教養教育活動にも積極的に関
わっており(27)、仏教の知識や理論、そして献身においても、賢治を十分に上回り打ち負かすだけ
の能力を備えていた。
これらをまとめれば、賢治は、外、つまり花巻町内では地域財閥で質屋の宮澤一族の人間として
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白眼視され、内、つまり家庭内では有能な父からの期待にこたえられないという負い目を持ち、い
ずれにせよ「愛されない、評価されない」という居場所のない疎外感を、幼少の頃から持っていた
ことになる。
ただ一方では、賢治はおのれの学術的能力と芸術的天分については十分な自信を持ち、その面に
おいて父親に認めてもらおうと、理解されるべく努力を続けたことも事実である(28)。
そしてそれがストレートにではなく、反発と対抗心の形で現れたのが、日蓮宗への改宗と、国柱
会への入会という行動であり、賢治は父親と烈しい宗教論争を繰り広げ、パンフレットの発行など、
父親の浄土真宗における宗教活動と二重写しの行動を取るのである(29)。
この日蓮主義と国柱会への傾倒(30)、そして東京への家出というのが、現実に賢治を受け入れな
い と賢治が認識するところの 花巻と家庭から逸脱逃走するためのユートピアを求め、かれ
自身の世界を打ち立てんがための行動であったことは確かだが、それは周囲の人々からは、あまり
にも性急、突飛かつ奇矯に見えたに違いない。盛岡高等農林学校時代、学生寮や教室で法華経を朗
誦する賢治は、友人からもいささか敬遠気味に遇されていた気配があり、賢治追悼のため美化され
ているはずの聞き書きからでさえそのニュアンスが読み取れるように、当論筆者には感じられると
ころである。
そして結局、この国柱会入会への執拗な勧誘が、生涯莫逆を誓い合ったはずの、盛岡高等農林学
校の親友である保阪嘉内との訣別を招来するのであり、理解者であった妹トシ（敏子）の死も加え
て、賢治はますます疎外感を強めたに違いない。
ところでこうした状況は、賢治みずからが「この四ヶ年はわたくしにとつてじつに愉快な明るい
ものでありました」(31)と述べている、花巻（前名稗貫）農学校教諭在職中にあっても、じつは一
向に変わらないのである。
いまでこそ一部に熱烈な賛辞を捧げる向きもあるが、賢治の教育法というものは、教科書を使わ
ず、ディベートや演劇を導入するなど、当時そろそろ弾圧されかけつつあった、大正デモクラシー
の洗礼を受けて自由教育を行なう先進的地方教師の手法であって(32)、それはむしろ学校からは、
一種の有難迷惑に近いものとして受け止められていたかもしれない。
他方、花巻農学校の運営にあたっては、宮澤一族の政財力が相当に物を言っており、それを背景
にした賢治は、教師として驚くほどの行動の自由を認められていたという事情もあっただろう。そ
れが証拠に、賢治を陰に陽に庇護してきた、盛岡高等農林学校の先輩でもある校長が転出すると、
賢治は早々に退職してしまうのである(33)。
またそれ以外にも、同僚教諭で盛岡高等農林学校後輩でもある堀篭文之進にも執拗に日蓮宗入信
を迫り、配偶者の紹介に奔走するなど、その好意の表わし方には堀篭もいささか辟易しかねない性
急な面があるといってもいいが、これはもちろん、人から愛されたい、評価されたいという賢治の
心理の現われと、やはり解釈することができよう(34)。
しかし、こうした賢治の心理は、当然のことながら、周囲から理解されるはずもない。また気ま
まに振る舞えるかれは、当然、同僚たちから一種の嫉視を受けたかも知れず、だとすれば、賢治は
86
学校の職員室にあっても、以前と同様に、かならずやなにがしかの疎外感を感じていたことであろ
う(35)。両親はじめ家族も、また本人すらも期待を抱いた花巻農学校もまた、かれのユートピア、
終の棲家とはなり得なかったのである。
ただし、その唯一の例外とも言えるのが、この時期から賢治の生涯の友人かつ理解者となる、花
巻高等女学校教諭で音楽教師の藤原嘉藤治であるかもしれない。
しかし藤原は、賢治にとってはあくまで同年齢かつ対等な友人であり、その点では、賢治は母校
の後輩にあたる保阪や堀篭に対するようには、心理的な優位性を持って対処することのできない面
がある。
また藤原は賢治のように天才的人格ではなく、むしろ情操豊かな熱血漢とでもいった人物であり、
里子として育ったこともあって、その精神的な強靱さと成熟度は、町のブルジョワ子弟である賢治
の比ではない(36)。そのため、引け目を感じる側は、二人の関係でいえば、この場合、賢治の方か
もしれないのである。
にもかかわらず、後の羅須地人協会時代に、賢治は藤原の結婚のきっかけを作り、結婚式の面倒
まで見るなど、例によって過剰な好意を示すのだが、その結果として夫婦の新生活が始まれば、藤
原も自然、以前のようには賢治と諸事万端について肝胆相照らすというわけにいかなくなるのは当
然である。
したがって賢治は、ある意味では藤原にも置いていかれるという疎外感を味わったことも間違い
ないだろう。
こうして、家において、町において、そして農学校において居場所を失ったと感じた賢治が、み
ずからユートピアを構築せんとしたのが、まず童話中のドリームランド岩手県であるイーハトヴで
あり、それを現実の手応えの中で摑もうとしたのが、上述の羅須地人協会なのである(37)。
そしてその場は、宮澤家別邸、つまり農村の一角に位置し、今度賢治が好意と評価を得んと望ん
だのは、そこに生きる、搾取と低水準の生活に苦しむ小作農民たちであった。
ここを拠点として賢治は、花巻農学校の教え子の農業青年や篤農家たちを集めて、啓蒙啓発活動
を開始する。
のみならず、自分もまた農民だと称し、畑を開墾し、作物を植え、売りに出す。
ところがやはり、農民たちにとって、賢治は町の苦労知らずの人間である。いくら土に身をかが
めて稼いでいても、珍しい作物を植えたり、花を作ったり、リヤカーを使ったりする賢治の姿は、
農民の目には、所詮はどら息子の道楽のようにしか映らない(38)。羅須地人協会の窓からは危険思
想かと思われるような難しい講義の声が聞こえ、その合間には、町でしか聴けない西洋音楽の響き
が流れる。
それに加うるに、周囲の民間土俗の信仰生活の中にあって、賢治はインテリ法華の徒
ともがら
でもあり、
それは農民からすれば、ある意味でほとんど異端に近い(39)。そんな人間が、「おれたち」農民な
どと一人称複数を称するにおいては(40)、もはや烏滸の沙汰としか言いようがないだろう(41)。
なるほど、賢治が各地に開いてまわる臨時肥料設計事務所には、農民が列を成すかもしれない。
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しかしそれは、あくまで実利を得ようという思惑からのみ押しかけるのであって、感謝の念はある
かもしれないが、けっして賢治の農民啓発の理想やその運動に共鳴し、協働しようとしてのもので
はない。ましてや賢治という人間自身を認め、評価し、愛するにおいておやである（追憶文の中の
賢治がつねに偉大な姿を取るのは、賢治が死後美化されたことが逆に追憶当事者の賢治生前の思い
出に影響を与え縛っているという事情が、大いにはたらいているだろう(42)）。
だから賢治は、風雨や日照りで不作の危機のときは、まるで「グスコーブドリの伝記」中の火山
局勤務農業指導技師であるブドリの姿に再現されているごとくに農民の恨みを買うわけであって、
その手当てと弁明のため、夜に日を接いで奔走しなければならない（なまじ啓蒙しようと望んだか
らそうなったのであり、これでは賢治が生涯の最後に、「サムサノナツハオロオロアルキ、ヒド
（デ）リノトキハナミダヲナガシ」と、デクノボー 褒められも苦にもされない、つまりもうい
っさいの外部的評価とは関係ない自分自身
そのまんま
の状態 になりたいと願った(43)のも、無理からぬこ
とだろう）。
こうして再び、賢治は疎外感を味わい、しかも認められぬということに対して、ルサンチマンを
持つのである。
このように考えてくると、賢治のユートピアは、こうした疎外感から来るルサンチマンと、つね
に表裏一体のものとして見ることができるだろう。
すなわち、賢治はルサンチマンを持ち、その解消の舞台としてユートピアを描く。しかしてその
ユートピアから拒否されルサンチマンを抱き、またも新たなユートピアを求めるのである。
したがって、この無限ループの中に現前するユートピアは、時と状況によって、あるいは知見の
広がりによって、さまざまな姿かたちをとって出現してくることになる。
家で、町で、学校で、そして農村で、居場所を失った賢治。しかも独居自炊という現実生活にお
ける苦闘の中で、かれが最も頼りにしたはずであった空想世界イーハトヴもまた、それにまったく
没入できるほどの確実な手応えに欠けていってしまう(44)とき、賢治の心中に、ユートピアはなお
も去来し得たのだろうか。
西域 シルクロードというのもまた、そうした賢治のルサンチマン心理というコンテクストの
中に置いて読み解くことができるのではないだろうかと、当論筆者は考えるのである(45)。
そこで次章では、そうした観点から、西域関連、あるいはそうしたテーマに関連を持つと思われ
る詩を検討してみたい。
なお今回使用した賢治の詩文の引用に当たっては、浜垣誠司氏による、優れたインターネット上
のアーカイブ・サイト「宮澤賢治の詩の世界（mental  sketches hyperlinked）」（http://www.
ihatov.cc/）を利用したことを明記しておく。
五．詩の検討１ 祀られざるも神には神の身土がある
ではまず、一九二四年十月五日の日付のついた「産業組合青年会」という詩から検討していくこ
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とにする。
産業組合青年会
一九二四、一〇、五、
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ 席をわたったそれは誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫ってゐる……
まことの道は
誰が云ったの行ったの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
応へたものはいったい何だ いきまき応へたそれは何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
部落部落の小組合が
ハムをつくり羊毛を織り医薬を頒ち
村ごとのまたその聯合の大きなものが
山地の肩をひととこ砕いて
石灰岩末の幾千車かを
酸えた野原にそゝいだり
ゴムから靴を鋳たりもしやう
……くろく沈んだ並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる……
しかもこれら熱誠有為な村々の処士会同の夜半
祀られざるも神には神の身土があると
老いて呟くそれは誰だ
この詩の冒頭に登場する、「祀られざるも神には神の身土がある」について、当論においては、
考察の進行上、まず着目せざるを得ない。
この禱声は、最も初期の草稿の段階から、すでに見えているものであり、しかも最後の定稿にま
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で生き残るということは、賢治にとってきわめて重大な意味を持ったフレーズであったということ
に違いない。
この詩は、
（草稿的紙葉群）
（草稿的紙葉群手入れ１）
（草稿的紙葉群手入れ２）
（下書稿（一）断片）
（下書稿（二）第一形態）
（下書稿（二））
（定稿）
（定稿手入れ）
（雑誌発表形）
という順序を追って改稿されていくが、その改作途中で、「夜の湿気と風がさびしくいりまじり」
（「業の花びら」）という、理想に生きることの孤独を歌ったあまりにも有名な詩が spin offしてい
る。
さてこのフレーズは、（定稿）においては、会合の酒盛りの賑やかさの中で、同席する賢治にふ
と聞こえてくる幻聴ということになっている。
しかし、（草稿的紙葉群）から（草稿的紙葉群手入れ１）までの段階では、このことばは、恋に
悩む賢治が、雨のそぼ降る夜更けの野山を彷徨しつつ、しきりと空耳に聞く、不思議なことばなの
である。
もっとも賢治は、「こんやわたくしが恋してあるいてゐるものは／いつともしらぬすもものころ
の／なにか明るい風象である」というふうに、自分にとって恋の相手は人間ではなく風景なのだと、
みずからに宣言し納得させようとしている。
しかし、その努力が空しいということは、（草稿的紙葉群）および（草稿的紙葉群手入れ１）に
おいて、
あゝわたくしの恋するものは
わたくしみづからつくりださねばならぬかと
わたくしが東のそらに
声高く叫んで問へば
そこらの黒い林から
嘲るやうなうつろな声が
ひときれの木だまをかへし
じぶんの恋をなげうつものは
やがては恋を恋すると
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さびしくひとり呟いて
来た方をふりかへれば
並木の松の残像が
ほのじろく空にひかった
という自問自答 自嘲によって、また明確にされているのである。
これら（草稿的紙葉群）と（草稿的紙葉群手入れ１）段階の詩句中にはまた、「頰うつくしいひ
とびとの／なにか無心に語ってゐる／明るいことばのきれぎれを／狂気のやうに恋ひながら」とい
うフレーズもあり、賢治の恋愛感情が人間に向けられているということはいよいよ明らかとなるの
であるが、このフレーズには、「とにかく人と関わりを持つ状態に達したい」「誰かからことばをか
けてもらいたい」「人間として認め／認識してもらいたい」「ことばをかけるだけの価値を認められ
る人間として扱われたい」と狂おしく願う賢治の、絶望的な人恋しさ 「つらい」感覚 が、
如実に現われているではないか(46)。
そのように考えてくると、この詩の冒頭、「祀られざるも神には神の身土がある」とつぶやく声
の正体は、じつは神ではなく、賢治自身だとはいえないだろうか。「祀られざる」 つまり、「価
値のない／認められない」、しかし認めてもらいたい（祀られざる「も」というところにその心理
機制があらわれる）、と思っているのは、他ならぬ賢治自身なのではないだろうか。
しかしてその一方では、「神には神の身土がある」＝「自分には本来、認められるだけの能力があ
る、価値がある、認められるべきである」とも賢治は思っているのである。
だがもし、そうして認められるならば、それだけの価値を持つ人間ならば、かれは当然、人に愛
されるはずである、愛されなければならぬはずである。そしてまた、そのようにして人に愛される
資格を持つならば、こんどは逆に、そうした人間は、人を愛する／恋することのできる資格もまた、
与えられて然るべきである。
ところが賢治の自己認識によれば、そのことは、みずからの死病、および父からの過剰なる期待
という圧力によって、所詮はかなわぬ夢ということになっているのであって、そうなると理屈は逆
転し、「愛する資格はない→愛される資格はない→認められない→価値がない（のではなかろう
か？）」という順序で展開されるだろう。そしてそれはまた、逆転をはじめる。
それだけに、この永久運動の中で、賢治のルサンチマンはいっそう濃く、かつ深いものとなるわ
けである。
短編「土神ときつね」の中の主人公であり、人も祭らぬ、忘れ去られ荒れ果てた谷地の中の祠に
住む粗野な土神は、恋する樺の木には自分の気持を通じさせることができずに忌み嫌われ、人当た
りのいいライバルの狐 じつは一種のあらまほしい土神自身なのだが にも出し抜かれるとい
う、賢治の「影」としての分身と見なされているが、まさに「祀られざるも神には神の身土があ
る」と怒りつぶやくのは、この土神、すなわち賢治自身なのではあるまいか。
そして賢治は、こうして抱いているルサンチマン 俺は認められていないが認めらるべきでは
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ないか を、（下書稿（二）第一形態）でおぼろげに姿をあらわし、（定稿）で明確な形を取る、
村の寄り合い（産業組合青年会）の中にまで、そのまま持ち込んでいくのである。
酒を飲み、顔を赤くして、夜っぴて村のことを語り合う、村の若年寄たち。しかし同席する賢治
にとって、その話の内容は伝統的観念と感覚による共同体維持と、そのための祭祀の運営に関する
域を出ず（まただからこそ賢治は「これら村々の気鋭な同志会合」（定稿）「熱誠有為な村々の処士
会同」（定稿手入れ）・（雑誌発表形）とわざわざポラーノ風に設定し直すのだが）、しばしば卑猥に
わたる。
しかし? と、賢治は思う。かれら農民に、近代的肥料設計をしたのはいったいだれか？ 「わ
れわれに必須な化
◎
学の骨組み」(47)を教えたのは、いったいだれか？ 俺、この賢治ではないか。
その俺をさしおいて、いや俺をもはや無視さえして、事態は相変わらず、かくのごとく進んでいる。
その状況はまさに、
やがてのここらのあかるいけしき 落葉松や銀ドロや
村ごと小さな組合は
ハムを酵母を紡ぎをつくり
その聯合のあるものは
山地の稜をひととこ砕き
石灰抹の億噸を得て
こゝらの酸えた野原にそそぎ
さういふ風の図式をおもふ
それとてまさしくできてののちは
あらたなわびしい図式なばかり
（下書稿（二）第一形態）
である。
とはいえ、それに対して賢治は自答する。「まことの道は／誰が云ったの行ったの／さういふ風
のものでない／祭祀の有無を是非するならば／卑賎の神のその名にさへもふさはぬと」（下書稿
（一）断片およびそれ以降）と。つまり、祭られなくても、すなわち認められずとも、愛されずと
も、感謝されなくともいい、そんなことを要求するのは卑しい欲求だ、と。
ちなみにこのフレーズはすでに（草稿的紙葉群）の段階において、「まことの道は／誰が云った
の行ったの／さういふ風のものでない／それはたゞそのみちみづからに属すると」という形で出現
しており、?幸福な恋愛関係や人間関係を築ける他人に比して自分のていたらくと来たら……いや
いいさ、俺は俺の信ずる理想の道を 淋しいが 行くんだ>、という賢治のルサンチマンが、
寄り合いの席の体験の有無に関係なく、当初から一貫して存在するということを物語っている。
しかしそう自答はしても、賢治はそのときやはり、「いきまき」ながら「応え」ざるを得ない。
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恩人であるはずの自分を置いて農民が勝手なことをして、すでにかれらなりの世界を作ってしまっ
ているという事実、そしてそれこそが現実であるということを認めざるを得ないながらも、それで
も賢治はどうしてもその事実に傷つき、そしていきまかざるを得ないのである。これが、かれの疎
外感である。
とはいえ賢治は、このルサンチマンおよびそれに対する自己憐憫を自己批判するという、最後の
努力を見せる。「たとへ苦難の道とは云へ／まこと正しい道ならば／結局いちばん楽しいのだと／
みづから呟き感傷させる／芝居の主はいったい誰だ」（下書稿（二））と。
だが結局、このフレーズは定稿から外されてしまう。つまりそれは、この反省的フレーズが、詩
の中のルサンチマンのインパクトを薄め、詩の意図を曖昧にしてしまうと賢治が判断したからに他
ならず、むしろそのことは、賢治の憤懣がそれだけ強いという事実を逆に示す証拠ですらある。そ
れにもしもこのフレーズを残しておくと、そこにある自己憐憫を確認することによって、声の正体
が賢治であるということをみずから暴露してしまうということもまた、かれ自身、判っていたこと
だろう。
しかしこの自己批判と自己憐憫の心理は賢治から消えたというわけではけっしてなく、まさにそ
れは、小説「ポラーノの広場」において、いかにも主人公のようでありながらその実は狂言回しで
しかなく、広場の仲間 産業組合を作る若い農民たち、そしてその中にはほのかに恋した美しい
娘もいる に入らぬ／入れぬまま、大都会トキーオへと去っていく小役人、レオーノ・キュース
トの孤独な姿の中に表現されていくのである。
上記の詩は?業の花びら詩群>としてまとめられるものだが、それらと深い関連を持つとされる
この「ポラーノの広場」が、じつはオペレッタ芝
﹅
居
﹅
であるというのは、そう考えれば意外なことで
も何でもない(48)。
そうして、当初、草稿的紙葉群手入れ２の時点までは詩の主要な舞台として、賢治の心象と同格
同列に描写されていた夜の彷徨中の光景は、（下書稿（一）断片）以降、しだいに視点から遠のい
て挿入句として再構成されることとなり、詩は内心の吐露に比重が傾いて、最終的に（定稿）では、
農民との会合中に疎外感を味わう賢治が、ときどきそっぽを向きながら視線を投げる（かれには、
室内ではなくてそちらにしか居場所がない、と感じられるのだ）、窓の外の淋しい遠景に退いてし
まうこととなる。
こうして、（定稿）・（定稿手入れ）および（雑誌発表形）の最後に残るのは、賢治の疎外感だけ
となるのである。
六．詩の検討２ ここは天山北路であるか
一九二六年九月三日の日付で完成されている「?宴」にもまた、このルサンチマンは顔を出す。
この詩は、
「?宴」下書稿
「?宴」下書稿手入れ
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〔みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで〕（下書稿（一））
〔みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで〕（下書稿（二）中断稿）
〔ひとびと酸き胡瓜を嚙み〕（下書稿／『文語詩未定稿』）
という発展の経緯を辿る。
?宴（下書稿）
一九二六、九、三、
みんなは酒を飲んでゐる
……土橋は曇りの午前にできて
いまうら青い榾のけむりと雨の脚……
みんなは地主や賦役に出ない人たちから
集めた酒を飲んでゐる
おれはぼんやり
稲の種類を云ってゐる
一人の子どもの百姓が
みんなのうしろの板の間で
座って素麵（むぎ）をたべてゐる
からだ以上の仕事のために
顔も蒼ざめむくんでゐる
いまわたくしをぬすみみる
瞳よ闇夜の二つの星のやうに燃えて帰るのは
わたくしが酒を呑まないのに安心したのか
それとも村がまもなく明るくなるといふのか
あゝわたくしもきみとひとしく
はげしい疲れや屈辱のなかで
なにかあてなく向ふを望むだけなのに
花巻農学校の教師を辞め、下根子桜の宮澤家の別邸に独居耕作生活を開始した賢治は、一家を構
えたという立場から、村の成員として共同作業にも出なければならない。その共同作業に事情があ
って出られない農家は、それぞれ幾分かの賦役代金、あるいは現物を出す。共同作業に参加した農
民たちは、それで酒肴を調え、ささやかな慰労会を催すのである。
この詩の中では、共同作業の内容は橋の修築で、それは午前中に終了し、慰労の宴は午後に開か
れている。天気は曇りのち雨、集会所のような建物の外には、雨の降りそそぐ稲の穂が見え、その
上を榾が燻る煙が低く青く流れている。作業を終えた農民たちは、すっかりくつろいで酒を飲んで
いる。
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ところが、この情景を描写した「?宴」下書稿から、「?宴」下書稿手入れに変わる間に、賢治
の心中では疎外感の印象がいっそう強まったらしく、後者では、「酸っぱい胡瓜をぽくぽく嚙んで」
と、胡瓜の漬物とそれを嚙む音までが、農民の粗野な特徴を強調する舞台装置として加えられてく
る。これもまた、所詮は町の人間と見なされる新参者の賢治の、農民に対するルサンチマンの強さ
を示すものだろう(49)。
またこの詩の中には、大人の陰に隠れて素麵を食べるいじましい子供の姿が最後まで出てくるが、
「?宴」下書稿での賢治は、その子供に「あゝわたくしもきみとひとしく／はげしい疲れや屈辱の
なかで／なにかあてなく向ふを望むだけなのに」と、同情や共感を求めて呼びかけているのに、
「?宴」下書稿手入れになると、その子供との交感ははるかに弱くなり、それに反比例するように、
横合いからは賢治の肥料指導についてそれとなくあてこする村人の声が聞こえ始める。「（紫雲英
（ハナコ）植れば米とれるてが／藁ばりとったて間に合ぁなじゃ）」
そして、「?宴」を改作した、〔みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで〕（下書稿（一））およびその文語
改作〔ひとびと酸き胡瓜を嚙み〕（下書稿／『文語詩未定稿』）になると、子供はもはや遠景の書割
として退いてしまい、村人の悪口さえもが聞こえなくなる。そうして最後には、雨に打たれる新築
の橋と田圃を見やる賢治 じつは疲れて屈辱を感じているのはひとりかれだけかもしれないのだ
の、疎外された悲しみの余韻だけが残るのである。
こうしたところは、前述の「産業組合青年会」と、その発想の順序がまったく同様ではないだろ
うか。
だが賢治はその疎外感の中で、酒も飲まないまま つまり村落共同体に受容されるべき基本中
の基本の条件を決定的に欠いている社会的脱落者、しかもすでに町と村の双方において脱落してし
まった 、なおも村人と付合いばかりの会話を交わさねばならない。
それが、
「おれはぼんやり／稲の種類を云ってゐる」「?宴」（下書稿）
「……われにもあらず／ぼんやり稲の種類を云ふ／こゝは天山北路であるか……」「?宴」（下
書稿手入れ）
「おれはぼんやり稲の種類を答へてゐる」〔みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで〕（下書稿（一））
「おれはぼんやり稲の種類を答へてゐて」〔みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで〕（下書稿（二）中
断稿）
「われはさながらわれにもあらず／稲の品種をもの云へば／或いはペルシャにあるこゝちなり」
〔ひとびと酸き胡瓜を嚙み〕（下書稿／『文語詩未定稿』）
というフレーズであって、ここでは、「ぼんやり」「われにもあらず」というのがキーワードとなる。
まるで自分が自分でないような（この中には、俺は〔本来ここにいることが許されるほど立派
な／こんな場所にいるほど身を落とさねばならぬ〕人間ではないのだ、という両義的感覚が同時に
宮澤賢治の観じた西域 95
存在しており、したがってどのみちかれには居場所がない）意識の中で、それでも賢治は稲の品種
について啓蒙的説明を試みるが、所詮無教育な村の顔役たちに、盛岡高等農林学校仕込の専門用語
が通じるはずもない。
だからそれはあたかも、異国に置かれ、ことばの通じない人びとに囲まれているかのような浮遊
感覚を賢治にもたらす(50)。
そして、その疎外感溢れる異域感覚およびイメージを如実に提示せんがために、賢治は「天山北
路」あるいは「ペルシャ」という、西域 シルクロード的イメージのまつわるタームを持ち出し
てくるのである。
七．詩の検討３ 知らない国の原語のやう
異言語を聞いているという、この疎外感覚は、この後の詩にもあらわれる。
つぎに取り上げる詩は、一九二八、七、二四、という日付を持ち、「杏」→「穂孕期」と発展す
る。
杏
一九二八、七、二四、
つかれて渇いて
夕陽の中を
萓で囲んだこのちっぽけな観音堂へ
みんないっしょに漂ひ着いた
いちにちの行程は
ただまっ青な稲の中
その水いろの葉筒の底で
三十億の一ミリの羽
けむりのやうな稲の穂が
いまこっそりとできかかり
この一月の雨や湿気の心配は
雲や東のけむりとともに
青い夕陽に溶かされる
麻シャツを着た
さっきの人が帰って来る
どこからとって来たのだらう
杏を帽子にいっぱい盛って
稲で傷つき過労に瘠せたその顔に
何かわらひをかすかにうかべ
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萱の間を帰ってくる
（はね起きろ、観音の化身?）
ひとはしづかにわらってくる
穂孕期
一九二八、七、二四、
蜂蜜いろの夕陽のなかを
みんな渇いて
稲田のなかの萓の島、
観音堂へ漂ひ着いた
いちにちの行程は
ただまっ青な稲の中
眼路をかぎりの
その水いろの葉筒の底で
けむりのやうな一ミリの羽
淡い稲穂の原体が
いまこっそりと形成され
この幾月の心労は
ぼうぼう東の山地に消える
青く澱んだ夕陽のなかで
麻シャツの胸をはだけてしゃがんだり
帽子をぬいで小さな石に腰かけたり
みんな顔中稲で傷だらけにして
芬って酸っぱいあんずをたべる
みんなのことばはきれぎれで
知らない国の原語のやう
ぼうとまなこをめぐらせば、
青い寒天のやうにもさやぎ
むしろ液体のやうにもけむって
この堂をめぐる萓むらである
まず「杏」では、農作業の後、田圃の中の観音堂で疲れを取るために休んでいるところに、杏を
山盛りにした帽子を持って来る農民の姿が描かれる。そしてその改作形「穂孕期」では、杏を持っ
てやってくる光景の描写に差し替えて、その杏をみなで分けて食べている情景が挿入される。そし
てその中に、
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みんなのことばはきれぎれで
知らない国の原
ママ
語のやう
ぼうとまなこをめぐらせば、
青い寒天のやうにもさやぎ
むしろ液体のやうにもけむって
この堂をめぐる萓むらである
という表現が登場する。
「ぼう」として（つまり「ぼんやり」「われにもあらず」と同様の浮遊感覚だ）、もう観音堂の回
りの萱叢を、寒天かあるいは液体のようにしか感じられない（だからなおのことふわふわと弾力的
に「浮遊」するのだろう）、この賢治とおぼしき人物は、杏を食べながら談笑している周囲の農民
たちのことばを、「きれぎれで／知らない国の原語のやう」に聞いている。いな、農民たちのこと
ばが、かれにそう聞こえてくるのである。
しかしここでは賢治は、ともかくもいちおうは「仲間」として扱われているようでもあり、しか
も稲の実りの最初の手応えを、ここでの賢治は確かな感触として摑んでいて、その点からは、この
詩のトーンには、はっきりとした明るさがある。
だがそうは言っても、賢治にとって、周囲の農民たちのことばが判らないことには違いはない。
結局ここでも、賢治にひしひしと迫ってくるのは異国感であり、かれの疎外感は拭い難い。
初期形「杏」の中で、「（はね起きろ、観音の化身?）」とみずからに期待を込めて呼びかけ、杏
を持ってきた人を喜び迎えた賢治、自分 観音のように菩薩道を実践している自分、そう周囲の
人からも見なしてもらいたい自分 にも好意と尊敬という応分の分け前があるであろうと期待し
た賢治であったが、なるほど杏の実という分け前はあったかもしれないが、それによってかれの疎
外感が解消されるということは、ついになかったのだといえるだろう。この、杏をもたらした人の
姿が、改作「穂孕期」の中では、麻シャツという記号を除いて、まったく無個性に消えてしまって
いるということが、その何よりの証拠である。
その結果、賢治は、「穂孕期」にあっても、「産業組合青年会」や「?宴」と同様、つねに変わら
ず、賢治以外の人びと同士の親しい交流の舞台 ここでは観音堂 の外の景色に、淋しく眼を
投げるしかないのである。
具体的な国名や地域名こそ出ないが、この「穂孕期」にもまた、みずからを疎外するものとして
の西域的異国のイメージを賢治が重ねているということには、ほとんど疑いはないだろうと思われ
る。
実は、その状況証拠は、この詩そのものの中にあるのである。
八．詩の検討４ 地面が踏みに従って
まず「穂孕期」の、「ぼうとまなこをめぐらせば、／青い寒天のやうにもさやぎ／むしろ液体のや
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うにもけむって／この堂をめぐる萓むらである」の部分に注目されたい。
これは、賢治が浮遊感覚によって幻想のように見た、観音堂の周囲の萱の草むらの描写である。
賢治が幻想・幻視の世界に入るきっかけは、決まって風にさやぐ草の穂であるというのは夙に板谷
栄城が指摘しているところであるが(51)、ここでは賢治は、詩の最後のところにこの描写を持って
きているところからもわかるように、幻想の世界にまでは入らない。
しかし萱の草むらは風に波打って、賢治の目には、「寒天」であると同時に「液体」でもある存
在、つまり流動性を持つゲル状の、一種の弾力あるひ
﹅
と
﹅
固
﹅
ま
﹅
り
﹅
として印象されている。
そこですぐに思い出されるのが、（春と修羅 第二集補遺、一九二六年一月～五月間）と措定さ
れる、「葱嶺（パミール）先生の散歩（定稿）」である。
この中に、このような部分が出てくる。
気圧が高くなったので
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみも
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
弾性なきを尚ばず
地面行歩に従って
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺と
やがては西域諸国に於ける
永い夢でもあったのである
ここでは大地のことになっているものの、詩中でパミール先生たる賢治が散歩する、一種の仏国
土の地面は、「地面行歩に従って／小さい歪みをつくること／あたかもよろしき凝膠（ゲル）なる
ごとき」状態だと描写され、つまり弾性と透明性 瑠璃から成る を持つ、つまりは「寒天」
状のものとして表わされているのである。しかもそれが「上代の天竺」と「西域諸国」の「永い
夢」として、シルクロードとイメージ的に結び付けられているのである。「穂孕期」の観音堂
これもまた仏教的存在 回りの萱叢は、まさにこの仏国土の大地と同様の意味論的価値を持つも
のとして、はたして賢治にイメージされはしなかったか。つまり、「穂孕期」詩中において賢治を
取り囲む異世界は、「天竺」あるいは「西域」と同質のものとして、かれにとって意識されはしな
かっただろうか。
ところで、この「葱嶺（パミール）先生の散歩 （定稿）」の成立過程を追っていくと、さらに
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さまざまな事実が発見される。
この詩の核となる部分は、「一九二四、七、五、」という日付を持つ、
「単体の歴史」（下書稿（一））に始まり、
（下書稿（二））の段階を経て、
「亜細亜学者の散策」（下書稿（二）手入れ）（春と修羅 第二集）となり、これが
「東洋学者の散歩」（「葱嶺先生の散歩」の下書稿）と題名が改まり、
「葱嶺（パミール）先生の散歩」（下書稿手入れ）でようやく題名が確定したものの、なお
「葱嶺（パミール）先生の散歩」（雑誌発表形）を経て、やっと
「葱嶺（パミール）先生の散歩」（定稿）（春と修羅 第二集補遺、一九二六年一月～五月間）
の形を取るのである。
そして、上記の弾性を持つ透明な寒天状の大地という属性のイメージがこの詩に付け加わってく
るのは、じつは「亜細亜学者の散策」（下書稿（二）手入れ）（春と修羅 第二集）と題名が改めら
れてからなのである。言い換えれば、題名に見られるごとく、この詩に「アジア」という属性が付
け加えられてからなのである。
では、それ以前の二者においてはいったいどういう地域が描写されているのかというと、「単体
の歴史」（下書稿（一））では「紺青の湿った山と雲とのこっち／夕陽に熟する古金のいろの小麦の
はたけ」としか書かれていないが、（下書稿（二））になると、「夕日が青いな
﹅
め
﹅
と
﹅
こ
﹅
山
﹅
へ落ちやう
として／小麦ばたけが古金のいろに熟するといふ」（傍点筆者）と改められたことによって、じつ
は賢治が歌った場所は、かれの郷里に他ならないことがわかるのである。
ところが、例によって賢治は、仮想岩手県たるイーハトヴを作り上げる場合とまったく同様に、
身近な風景を西域の異域イメージに仮託して、その西域を、かれの心象を投影するための異世界
舞台装置として利用しようとする。
こうして、舞台が一転して「アジア」というイメージを身に纏ったとき、そこに突如として寒天
状の大地が登場してくる。
では、いまそれを、順に追って見てみよう。
気圧が高くなったので
地平の青い膨らみが
徐々に平位に復して来た
蓋し国土の質たるや
剛に過ぐるを尊ばず
地面が踏みに従って
小さい歪みをなすことは
天竺乃至西域の
永い夢想であったのである
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「亜細亜学者の散策」（下書稿（二）手入れ）（春と修羅 第二集）
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみが
徐々に平位を復して来た
しかも国土の質たるや
それが瑠璃また玻璃で成るともせよ
ただに硬きを尚ばず
地面が踏みに従って
小さい歪みをなすことはなほ
天竺乃至西域諸国の
永い夢想であったのである
「東洋学者の散歩」（「葱嶺先生の散歩」の下書稿）
気圧が高くなったので
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみも
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
弾性なきを尚ばず
地面行歩に従って
小さい歪みをつくること
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺と
やがては西域諸国に於ける
永い夢でもあったのである
「葱嶺（パミール）先生の散歩」（下書稿手入れ）
気圧が高くなつたので、
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾（はぢ）いてゐた
地平の青い膨らみが
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
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弾性なきを尚（たつと）ばず
地面行歩に従つて
小さい歪みをつくること
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺と
やがては西域諸国に於ける
永い夢でもあつたのである
「葱嶺（パミール）先生の散歩 」（雑誌発表形）
気圧が高くなったので
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみも
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
弾性なきを尚ばず
地面行歩に従って
小さい歪みをつくること
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺と
やがては西域諸国に於ける
永い夢でもあったのである
「葱嶺（パミール）先生の散歩」（定稿）（春と修羅 第二集補遺、一九二六年一月～五月間）
これを見ると、はっきり「ゲル」ということばが出現するのは、「パミール先生の散歩」になっ
てからであるが、イメージそのものは当初からまったく変わっていないことがわかる。すなわち逆
に考えれば、もし寒天状の大地という描写が出てくれば、そこには西域というイメージが付随し、
それは賢治にとって、場合によっては必ずしも快適ならぬ異世界ということになるのである(52)。
さらにこの詩からは、意外な spin offが生じている。いまこれを、部分的に抜粋して引用する。
一装景家と助手との対話
蒼い地平線が或る度の弾性をもち
従て地面が踏みに従って
ゴム或はアスファルトの程度の弾性をもつこと乃至
ヒンヅーガンダラ乃至西域の人々もこれを望み
近代の多くの造園家たちもこれを考へる
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装景手記
六月の雲の圧力に対して
地平線の歪みが
視角五〇度を超えぬやう
濃い群青をとらねばならぬ
早いはなしが
ちゃうど凍った水銀だけの
弾性率を地平がもてばいゝのである
Gillarchdox!Gillarchdae!
いまひらめいてあらはれる
東の青い橄欖岩の鋸歯
けだし地殻が或る適当度の弾性をもち
したがって地面が踏みに従って
寒天あるひはゼラチンの
歪みをつくるといふことは
ヒンヅーガンダラ乃至西域諸国に於ける
永い間の夢想であって
また近代の勝れた園林設計学の
ごく杳遠なめあてである
これらの詩に関しては、『宮沢賢治全集３』に、下のような解説が加えられている。
「装景手記」
ここに収めた三篇の現存稿は、表紙にブルーブラックインクの大きな字で「装景手記／一九
二七・六・／一九二八・六・／一九二九・六」と四行に右横書されたノート中に記されている。
（『宮沢賢治全集３』一九八六年六月、ちくま文庫、後記、692ページ）
「装景手記」
これもまた「三原三部」や「東京」の書かれたノートと同規格のノートに書かれた作品で、
「校本全集」校異は、そのノートの使用時期を昭和五年頃かと推測している。もっとも内容と
なっているのは、昭和二年頃の造園・園芸指導であり、ノートに先立つ、ばらばらにこわれた
手帳に書かれた草稿断片も残っている。……
この「装景手記」の関連作と見られる「装景家と助手との対話」という草稿が、写真版のみ
残っている（本巻では「本文について」中に引用）が、そこには「一九二七、六、一、」とい
う日付があり、この作品がおそらくこの南斜花壇の造園にかかわりが深いことを暗示している。
もっとも賢治は、すでに大正十三年頃から花巻温泉遊園地の植樹や造園の助言・助力をしてい
たようであるが、この作品の発想は、そこまで溯るものではないのではあるまいか。
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」に使われていることばと同一である。
さらに「装景手記」になると、同じく「地面が踏みに従って」以下のフレーズは、「亜細亜学者
の散策」および「東洋学者の散歩」に使われているものと、「ヒンヅ
いま『宮沢賢治全集３』の解説ではこのように結論づけられてはいるが、当論筆者が思うに、こ
の詩の発想は、じつのところ、もっと以前まで、確実に溯りうるのではないのだろうか。なぜなら
ば、これらの詩の中に出てくる?ヒンズー、ガンダラ、西域、弾性のある土地>などの発想は、先
に分析検討したように、「一九二四、七、五、」という日付を持つ「亜細亜学者の散策」中に、すで
に現われるからである。
したがって、「装景手記」詩群の、すくなくとも一部分の発想が、早くも1924年?大正13年>以
前に、すでに出現しているということは、まず疑いないのである。
つまり賢治は、歴史的事実として花巻温泉遊園地を造園したことは確かだが、その体験あるいは
その情景を詩の形にするにあたって、造園の秘訣を、教え子で花巻温泉事務所の造園責任者となっ
ていた冨手一に伝授指導する、という内容構成にする中で、はるか昔に得た詩的発想を、再び引っ
張り出してきて嵌め込んだというわけなのである。
さて、これらの詩を、「亜細亜学者の散策」以降「葱嶺（パミール）先生の散歩」（定稿）に至る
までのものと比較すると、「一装景家と助手との対話」では、弾性を示す物質が、ゴムやアスファ
ルトといった石炭化学的産品とはなっているものの、「地面が踏みに従って」というところは、「亜
細亜学者の散策」および「東洋学者の散歩
ま
みが／視角五〇度を超えぬやう／濃い
群青をとらねばならぬ」というあたりは、「気圧が高くなったので／地平の青い膨らみが／徐々に
平位に復して来た」という、「亜細亜学者の散策」以降に見えるイ
ーガンダラ」が「（上代の）天
竺」に代わっている（実際はこの両者は同じ内容をしか意味しない）ことを除いては、ほとんどま
ったく同一なのである。しかも、「ゲル」という専門的用語は「寒天あるいはゼラチン」と、より
一般的なことばに置き換えられていて、両者が賢治における同一のイメージを言い換えたものに過
ぎないということを、はっきりと物語っている。
そして「一装景家と助手との対話」の中の「蒼い地平線が或る度の弾性をもち」というところや、
「装景手記」の中の「六月の雲の圧力に対して／地平線の歪
中の地平線はどちらも青い色であり、しかも「一装景家と助手との対話」
および「装景手記」の両詩は、いずれも造園、つまり植物と関連した内容であるということを考え
合わせると、「穂孕期」の、「
メージと、きわめて似通ったも
のである。いや、同一イメージを、低気圧か高気圧かの視点で歌い換えたといった方が、はるかに
正確だろう。
そしてこのイメージの
、やうにもけむって
ぼうとまなこをめぐらせば、／青い寒天のやうにもさやぎ／むしろ液
体の ある」というフレ／この堂をめぐる萓むらで の中のこの萱叢もーズ たま
澱った 澱の底光の〔「 そらく昭和三年〕」は内容から判断して、お 東京・大島旅行六月の から
72 ーであ 3ペ帰った際の作品 六月ろう。（『宮沢賢治全集３』一九八六年 説、、ちくま文庫、解 -276
）ジ
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さに賢治にとっては、草に被われた弾力ある地平線のイメージとして印象されていたことになるだ
ろうと思われるのである(53)。
九．詩の検討５ 古金の色
加えて、さらに興味深いことがある。
「葱嶺（パミール）先生の散歩」の中には、あまりにも有名な、以下の一群のフレーズがある。
古金の色の夕陽と云へば
きみのまなこは非難する
どうして卑しい黄金（キン）をばとって
この尊厳の夕陽に比すると
さあれわたしの名指したものは
今日世上交易の
暗い黄いろなものでなく
遠く時軸を溯り
幾多所感の海を経て
竜樹菩薩の大論に
わづかに暗示されたるたぐひ
すなはちその徳いまだに高く
その相はなはだ旺んであって
むしろ流金（クイックゴールド）ともなすべき
わくわくたるそれを云ふのである
この一連の部分は、「単体の歴史」（下書稿（一））では、
わたくしの云ふ古金とは
いまあるあんな暗い黄いろなものでなく
竜樹菩薩の大論に
三五の性を載せられたもの
あるひはそれの前期にあたる
むしろ quick goldといふふうの
そんなりっぱな黄金である
という形で現われ、そしてそれ以来、このモチーフはずっと存在し続けて、「葱嶺（パミール）先
生の散歩」までついに消えることのない、いわばこの詩群の発想の基本ともいうべき箇所なのであ
るが、しかしながらやはり、いくつかの問題を孕んでいる。
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まず、この「流金」が何を指すかという問題であるが、これはそれほど複雑に考えなくとも、詩
の前段の部分にしばしば「水銀」という発想が現われていること、水銀は quicksilverであること、
そして流金を賢治自身が「quick goldクイックゴールド」と呼び換えていることを考え合わせる
と、単純に「水銀」に対して「水金」という、実際には存在しない、しかし素晴らしい仏国土的鉱
物を、賢治が発想したと考えて差し支えないだろう(54)。
つぎにこの、「古金」という用語についてであるが、夕日をあらわす上で実ににぴったりである
ともいうべきこのことばも、まことに意外なことに、当初は太陽を形容するものではなかったので
ある。
それは、「単体の歴史」（下書稿（一））では、「紺青の湿った山と雲とのこっち／夕陽に熟する古
金のいろの小麦のはたけ」であり、「（下書稿（二））」では、「夕日が青いなめとこ山へ落ちやうと
して／小麦ばたけが古金のいろに熟するといふ」であり、「亜細亜学者の散策」（下書稿（二）手入
れ）（春と修羅 第二集）では、「日が青山に落ちやうとして／麦が古金に熟するとする」となって
いて、夕日はむしろ青い山と色彩的には関連しており、古金の色をしているのは小麦畑なのである。
これが、「東洋学者の散歩」（「葱嶺先生の散歩」の下書稿）になると、「日が青山に落ちやうとし
て／麦が古金に熟するとする」という部分は「亜細亜学者の散策」と同様であるが、これまでの改
稿を通してずっと、紺色ないし紫紺色の雲をバックにして畑に立てられてきていた、鳥を追うため
の装置である幣束の棒が、突如として「古金の色の夕陽にうかび」はじめるのである。つまり、こ
こで初めて、古金が夕日の色に関連付けられるわけである。
そして、「葱嶺（パミール）先生の散歩」（下書稿手入れ）以降になると、もう麦畑はなくなり、
日が沈む青い山も、紫紺の雲もまた消えて、それは準平原に屹立する残 丘
モナドノック
（モナドノックの原義
は「単頂」。長い地質年代の果てに、こうした地形に変化した。これこそが「単体
モナド
の歴史」という
詩の題名と、その終盤の謎めいた内容の秘密を解く鍵かもしれない）の姿に置き換わる。そして
「葱嶺（パミール）先生の散歩」（雑誌発表形）では、紫紺は遠くの火山の色としていったん復活す
るものの、「葱嶺（パミール）先生の散歩」（定稿）（春と修羅 第二集補遺、一九二六年一月～五
月間）では、火山は白く輝く雪をかぶってしまい、とうとう紫紺色は消滅してしまう。
そうして、ついに最後に残った夕日だけが、「古金」の色を、あかあかと放つようになるのであ
る。
このように考証し論証してくると、「葱嶺（パミール）先生の散歩」への改題というのは、賢治
の内面のイメージ形成において、かなり重大な問題をはらんでいるようだ。それはけっして、金子
の言う如く、単に不満で題を変えただけではないようにも思われるのである(55)。
ところでこれをここで再び、「杏」および「穂孕期」と比較対照してみることにする。
すると、「杏」の方には、「夕日」および「青い夕日」という語が見え、また「穂孕期」の方では、
夕日は、「蜂蜜いろの夕陽」および「青く澱んだ夕陽」と形容されている。
最初は単に青い夕日だったものが、後の改作の中で、「蜂蜜いろ」ともなる。これはまさに、「単
体の歴史」～「葱嶺（パミール）先生の散歩」と、詩的発想の発展の仕方において、その軌を一に
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するものとは言えまいか。
のみならず、賢治のいわゆる「古金」の色とは、「蜂蜜」の黄金色なのであるということが、こ
こから論証できそうである。しかもさらに大胆に推測するならば、「水金、流金、quick goldク
イックゴールド」とは、具体的には「蜂蜜」のようなものとして、賢治はそれを想像していたので
はないだろうか。すなわち、詩の用語の解釈としては、賢治のいわゆる「流金」とは、蜂蜜のイメ
ージであることを、当論筆者としては論証したつもりである。
そして最後に、第二章で取り上げた「インドラの網」中に、夕日ではなく朝日のことではあるが、
そして早くもその燃え立った白金のそら、湖の向ふ鶯
うぐひす
のいろの原のはてから熔
と
けたうなもの、
なまめかしいもの、古びた黄金
きん
、反射炉の中の朱、一きれの光るものが現はれました。（下線
筆者）
という描写があることを引証しておけば、賢治の内部における、これら西域イメージの密接な連関
ぶりは、どの作品の発想においても一貫していることが明らかになるだろう。
ちなみに金子民雄は、この「熔けたような」というイメージを、スウェン・ヘディンの旅行記
『トランス・ヒマラヤ』のマナサロワール湖における夜明けの記述から、賢治が得たものと論証し
ている(56)。
当論筆者がこれに加えてもう一段推測するに、賢治は、このヘディンが表現するところの「熔け
た黄金 liquid goldの太陽」を、かねて賢治が抱いている故郷に対する色彩像としての「古金」（麦
畑、蜂蜜）の色と、イメージ的に連関をつけていったものだろう。そしてそれを青みがかった故郷
の夕日にさらに塗り重ねて、いくらかでもネガティヴ・イメージを打ち消そうとしたのではなかっ
たろうか。
十．小 結
以上をまとめると、「杏」および「穂孕期」は、直接西域用語が登場する「?宴」や「葱嶺（パ
ミール）先生の散歩」と、その詩的発想において完全に一致しており、これらの面から見て、前二
者も含めたこれらすべての詩の舞台、すなわち花巻の農村は、賢治にとって、異世界 西域と背
中合わせとなって感じられていたということを、当論筆者は主張するものである。
十一．「マグノリアの木」再考
さらに、当論第二章でミーラーン天人の出現する作品として名を挙げた内観譚「マグノリアの
木」にも、賢治のこうした心理に関するヒントが隠されている。
これは初期の和歌、それを題材とした習作断章「（峯や谷は）」、そしてそれを拡大して舞台を西
域に取った内観譚「マグノリアの木」と発展したもので、この中に、
けわしくも刻むこころのみねみねにさきわたりたるほほの花はも。（「（峯や谷は）」）
（けはしくも刻むこころの峯々に
いま咲きそむるマグノリアかも。）（「マグノリアの木」）
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という和歌がある。
これらは、盛岡高等農林学校卒業直後の1918年（大正７年）頃、22歳の賢治が、除籍事件により
親友保阪嘉内を失い、将来に確たる適性も進路も見出せず、しかも父親からは生業を継ぐことを迫
られかける、そういった状態での絶望的心理が反映された作品だが、その絶望的世界として、最終
的に西域が選ばれている（「マグノリアの木」は1923年（大正12年）の作と推定される）。
のみならず、「マグノリアの木」の原稿の題名の右上の書き込みには「ガンダラの子ら、」とあり、
つまりここにはまさに、例のミーラーンの天人や天童子が出現しているのであって、かれらは賢治
に、これがお前に似合いの世界なのだから、成熟するために自省・自制して甘受せよ、と呼びかけ
るのである（（これがお前の世界なのだよ、お前に丁度あたり前の世界なのだよ。それよりもっとほんた
うはこれがお前の中の景色なのだよ。）「これはこれ／惑ふ木立の中ならず／しのびをならふ／春の道
場。」「マグノリアの木」）。
これはもちろん、賢治一流の自問自答、自己反省が姿を変えたものであり（「ええ、私です。又
あなたです。」「マグノリアの木」）、こうした形で、実際は賢治がみずからを納得させようとするも
のなのである（「この峯や谷は實に私が刻んだのです」（峯や谷は）「（さうです。さうです。さうで
すとも。いかにも私の景色です。私なのです。だから仕方がないのです。）」「マグノリアの木」）。
こうした絶望的諦念の舞台として、賢治がこれほど早い時期から西域を選んでいるというのがす
でに注目に値するのであるが、さらに加えて、（峯や谷は）には「ほほの花は……その
しべ
は黄金色
に輝きます」（ルビ筆者）と、また、「マグノリアの木」には、「うつくしい黄金の草の高原」とい
う描写があり、それ以外にも、「マグノリアの木」では、太陽の属性として、霧を琥珀色、黄金色、
緑色に変化させ、みずからも黄金色で「液體のやうにゆらめ」くことが数えられる。さらに天人の
影は、草の上に紫色に落ちる。
黄金色の草原。液体のような黄金としての太陽。紫の陰。
すでにこれらの発想が、とくに「マグノリアの木」において、明確に現われてくる。
のみならず、さらに興味深いことには、「マグノリアの木」原稿には、下に記すような欄外書き
込みがなされているのである。
いいえわたくしの申しますのは いまのあんな暗い黄金ではなく 龍樹菩薩の大論以前や あ
るひはむしろ佛滅以前の むしろクイックゴールドといふ風の そんなかがやく黄金のことで
す
クイックゴールドの言にその人のまなこ く反省しわらへり
これは完全に、「単体の歴史」～「葱嶺（パミール）先生の散歩」と同発想ではないか。あるいは、
これが最も初出かもしれないのである(57)。
これらの証拠によって、賢治の中で、「マグノリアの木」と「単体の歴史」～「葱嶺（パミール）
先生の散歩」とが、完全につながっていることが、ありありと読み取れる。
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したがって、「葱嶺（パミール）先生の散歩」中の「きみのまなこは非難する」というフレーズ
の「きみ」とは、「マグノリアの木」中の「クイックゴールドの言にその人のまなこ く反省しわ
らへり」の「その人」、すなわちミーラーン天人であるかもしれない、という推測が十分に成り立
ち、このように考えてくると、郷里岩手県の収穫期の水田風景（一見チベットのタルチョ風の雀威
しの吹流しも含めて）を歌ったことが確実な「単体の歴史」（下書稿（一））（下書稿（二））の段階
から、すでに賢治は、姿は出さねどミーラーン天人の批判、あるいは問いかけに対して（とはいえ
天人が賢治自身であり、これが賢治の自問自答であることはすでに述べた）、かれが不用意に使っ
た「古金」の比喩を弁明している、とも考えられるのであって、つまり早くも賢治のイメージには、
西域が重なってきているということもできよう。
そしてそういった西域の姿には、家庭 主に父親 の無理解に絶望しながら、なおも関係嗜
癖者としては、あくまでその絶望の制限の中においてしか可能性を探してもがけない(58)という、
賢治の心理が現われている。つまり、これこそが賢治にとっての諦念なのである。
ちなみに、最後にこの諦念＝諦めは、明
﹅
ら
﹅
め
﹅
となり、だから「マグノリアの木」では、谷一面が
黄金色に明るくなり、世界はすべて「覚者の善」である、などと仏教的な解釈が施されるわけであ
るが、これは所詮ただの自己救済的観念操作でしかなく、賢治の閉塞感と疎外感は、けっして解消
されることはないのである。
十二．まとめと展望 賢治にとっての西域
このように、賢治にとって、西域（シルクロード）とは、けっしてロマンチック一辺倒なもので
はなく、むしろ自分を否定し、疎外し、排除する、コミュニケーションの取れない ことばが通
じない、聞き取れない、自分が浮遊してしまう 異世界のようなものとして感じられる面があっ
た。それは最終的には、賢治のことを小都会の小財閥の苦労知らずのエリート息子と見なして妬み
疎み憎む、周囲の農村と農民に対して、仲間に入りたくとも入れない賢治が持った、ルサンチマン
の投影の対象ともなった。
そうした観点からすれば、当論第二章および第十一章において登場した、ミーラーン寺院址の壁
画に描かれた天使、賢治のいわゆる「ガンダーラ風」の天童子や天人というものが、心象スケッチ
「小岩井農場」製作の時代以来、賢治を全面的に受け入れてくれた存在であったのか、それとも、
あの雁の童子ですら最後は天に帰ってしまうように、賢治のあの熱烈なる呼びかけには結局応えて
くれなかったのかという点についても、今後なお、考察が必要なところだろう。
他方、賢治は労農ロシアには相当な親近感を持ち、社会主義・国家主義・日蓮主義などの混交し
た賢治風理想主義 羅須地人協会や国民高等学校（フォルケホイスコーレ）での活動 の結果
として、満蒙開拓にもユートピア的な憧れを抱いていた。日本国内に居場所を失ったと感じた賢治
は、ついには国外の日本植民地 満蒙に、現実の望みを託したのかもしれない(59)。
ところが、西域に関しては、そうした希望を託すような態度は、それほど見られない。むしろそ
こには、「けはしくも刻むこころの峯々に」という、第十一章で論じたかれの和歌からもわかるよ
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うに、厳しい絶望感と孤独感、そして自己憐憫的諦念が感じられるとさえいえるのである。
したがって、あえていうならば、西域は、賢治のアンタイ・イーハトヴとして存在したのである。
逆にいえば、花巻という地は本来、賢治にとってのアンタイ・イーハトヴであるが(60)、それを賢
治が花巻に対してひときわ強く感じるときに、それはことばの通じない異国 西域のイメージを
取ってあらわれたのである。
賢治が西域に対していかなる思いを抱いていたのか、その全貌を解明するには、なお複雑にして
程遠い。しかし現時点では、賢治のみならず、当時の日本人にとって、アジア、なかんずく中央ア
ジアや西アジアは、いまだ断片的情報としての存在でしかなく、またそれ以外のアジア地域に対し
ても、情報と知識の多寡の違いはあれ、個別かつ断片的に捉えていたという事情はさして変わるも
のではなかったということが、とりあえずは指摘できるだろう。
そのため、当時としては西欧的アプローチの態度を相当程度に持って西域にこれほどの興味を示
した賢治といえども、結局は、みずからの内面世界を表現するためのツールとして西域シルクロー
ドという素材を便宜に利用したというに過ぎず、トータルなコンテクストとしてアジアを、さらに
はユーラシアを捉えるということは、ついになかったのであった。
当論筆者としては、アジアに対する近代日本人の心性形成というテーマの一環として賢治をとり
あげたが、今後はますます多くの作品を分析し、その変化の過程を追い、それをまたさまざまな時
代的・地域的、歴史的コンテクストの中に置いていっそう多面的に捉え、最終的にはそれを、「ユ
ーラシアの中におけるアジアの近代心性の形成」というレベルのテーマにまでリンクしていかねば
ならないだろうと考えている。
注
(１) 金子民雄『宮澤賢治と西域幻想』（中公文庫、1994.7、以下?金子>と略称する）42-43頁など。
(２) 板谷栄城『宮沢賢治の見た心象～田園の風と光の中から』（NHKブックス、1990.4、以下?板谷
心象>と略称する）183-190頁など。
(３) 後に賢治は、親友藤原嘉藤治へ宛てた葉書（1930昭和５、12月１日）の中で、自分のことを
「圭」（KenjiのＫだろう）と称しており、この推定を補強する。しかもこの葉書は、藤原の子
﹅
供
﹅
の一
歳の祝いとして送られたものであることにも注意せねばならない。?金子>は36頁で、この「須利耶
圭」を、賢治が傾倒した経典『妙法蓮華経』の漢訳者鳩摩羅什の師である須利耶蘇摩と重ね合わせて
いる。苗字に関してはそうかもしれない。しかし一方、「須利耶」は太陽のことであるし、「花巻農学
校精神歌」や「太陽マヂックの歌」などからも判るように、賢治が太陽に非常な執着を見せていたこ
ともまた確かなので、これはあくまで自分自身であると、当論筆者は読み解く。
(４) 堀尾青史編著『宮澤賢治年譜』（筑摩書房、1991.2、以下?筑摩年譜>と略称する）、1921（大正
10）年、８月中旬の項、137頁。
(５)?筑摩年譜>および堀尾青史『年譜 宮澤賢治伝』（中公文庫、1991.2、以下?中公年譜>と略称す
る）に依拠して作成した。
(６) 中央アジア探検史については、長澤和俊『シルクロード』（講談社学術文庫、1993.8）、長澤和俊
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編『シルクロードを知る事典』（東京堂出版、2002.7）に依拠した。
(７)?金子>49-60頁。
(８)?金子>は、賢治と西域との関わりを、法華経との出会い以後の事情にもっぱら比重を置いて考察
するが、以下の当論本文から判るように、けっしてそんなことはないと当論筆者は考えている。
(９)?筑摩年譜>10頁、21頁。この伯母、平賀ヤギ（1912年?大正元年>12月、賢治17歳のときに43歳
の若さで亡くなっている）の菩提を祈る部分が、賢治没後に発見された晩年の手帳「雨ニモマケズ手
帳」の中に見られるのは興味深い。
(10)?筑摩年譜>48頁。
(11)?板谷心象>100頁。?金子>60頁では、『西遊記』については懐疑的である。
(12)?板谷心象>103-104頁。当論筆者は板谷の説くところに共感するものである。
(13) やはり?板谷心象>103-104頁。他方では、賢治は1920年（大正９年）、24歳のときに日蓮主義の
団体「国柱会」に入会し、石原莞爾などの構想する国家社会主義ユートピア（王道楽土）建設とそこ
から生ずる満蒙開拓進出にも大きく共鳴して（その満蒙ユートピアへの憧れは幻夢譚「花椰菜」に見
られる）、1926年（大正15年）１月、すなわち３月に花巻農学校教諭を退職して４月から羅須地人協会
活動に入る直前の時期には、加藤完治（内村鑑三との繫がりも持つ）の提唱した「日本国民高等学校
フォルケホイスコーレ
」
の岩手県版である、岩手国民高等学校の活動にも積極的に協力しているのだが、この主題は当論の主
旨からは外れるので、今後のテーマとして指摘するに留める。これに関しては、青江舜二郎『宮沢賢
治 修羅に生きる』（講談社現代新書、1974.1、以下?青江>と略称する）56-68頁、164頁など、それに
加えて、吉田司『宮澤賢治殺人事件』（太田出版、1997.3、以下?吉田>と略称する）第三章、第四章、
第五章をも参照せよ。吉田はまた、賢治の死病 肺結核からの浄化への希求が、無垢なるユートピ
ア実現へのさまざまな表現行動（イーハトヴ夢想、満蒙憧憬、羅須地人協会）に結びついたと考察し
ている。?吉田>130-137頁、第七章など参照。またフォルケホイスコーレに関しては、以下のWEB
サイト、「神を愛し、人を愛し、土を愛す」（http://www.asahi-net.or.jp/～pv8m-smz/archieve/
Gott-Mensch-Erde1.html）、「日本グルントヴィ協会」（http://www.asahi-net.or.jp/～pv8m-
smz/）、「日本農業実践学園」（http://www.nouson-houchi.com/nichino/）なども参照せよ。
(14) これについては前注（13）も大いに関連するので、同時に参照のこと。
(15)?板谷心象>、とくに89-91頁。
(16)『注文の多い料理店』刊行時の宣伝用チラシに掲載されている作者解説に、「イーハトヴは一つの
地名である。……實にこれは著
○
者
○
の
○
心
○
象
○
中
○
に、このような状景をもって實在したドリームランドとし
ての日本岩手縣である。」とある。
(17)?筑摩年譜>189頁、1926年（大正15年）４月１日の項に引用されている「岩手日報」朝刊の賢治
インタビュー記事中に、この言葉が出る。
(18) 心象スケッチ「小岩井農場」パート九に、「すべてさびしさと悲傷とを焚いて／ひとは透明な軌道
をすすむ」というフレーズがある。銀河鉄道の発想がすでに現われている。
(19) 矢幡洋『賢治の心理学 献身という病理』（彩流社、1996.9、以下?矢幡>と略称する）、とくに
「第二章 関係嗜癖」、また37頁などを参照せよ。さらに?吉田>27頁、108頁も別の観点から同趣旨の
ことを述べていると考えられる。
(20)?筑摩年譜>４頁、「家系」の項、?中公年譜>13-14頁、「家系」の項。
(21)?吉田>172頁。
(22)?吉田>241-242頁。
(23) 1932年（昭和７年）、36歳のときの母木光宛書簡421に「私はこの郷里では財ばつと云はれるもの、
社会的被告のつながり」とある。
(24) 当論筆者は、かつて花巻のある人物と会った際に賢治の話題を出したとき、その人が渋い顔をし
て、宮澤一族について好意的ではない話をしたことが印象に残っている。
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(25)?青江>序章８-27頁。また?吉田>第五章を参照せよ。
(26)?青江>30頁、38頁。?矢幡>57-62頁。
(27)?吉田>は102-108頁で、プロテスタンティズムと、浄土真宗に基づく商人倫理とを対比させてお
り、父政次郎の行動を考える上で示唆的である。
(28)?矢幡>53-55頁、130-140頁。?吉田>108頁。
(29)?青江>56-68頁。?吉田>61-62頁、また第四章。
(30) 同注（29）。ただしこの主題については当論の範囲を超えるので、あらためて考察したい。
(31)『春と修羅』（第二集）「序」。
(32)?青江>94-96頁、166頁。
(33)?青江>165-166頁。?吉田>69-71頁。
(34)?矢幡>第四章。
(35) それをあらわす詩もいくつかあり、とくにある同僚には、その無神経さ（もちろん賢治がそう感
じただけである）に対して、根深い怒りを抱いていた。?矢幡>119-122頁。
(36)?中公年譜>216-217頁に、次のような逸話が載っている。いまそれを引用する。
よ
藤原は戦後帰農し、一方では賢治全集出版に尽力するなど、賢治の理想を実現すべく生きたのは、
と断じている。
(42)?吉田>第八章 聖者伝説の時代 をも参照せよ。?矢幡>も?吉田>も、美化・神格化された賢
治を
/kat
（?矢幡>205頁）し、
しい。
(37)?吉田>187-189
（?吉田>32頁）とした試
みとして評価され得ると、当論筆者は考える。
(43)?矢幡>178-180頁に
』
る。
(44)?板谷心象>は、96頁で賢治のことをランボーを凌駕する
掲「肥料設計と羅須地人
であったと規定
し、さらに113頁において、
6頁。?吉田>202-203頁。
(40)『農民芸術概論綱要』、傍点筆者。
(41)?吉田>194-195頁をも見よ。また?吉田>は192頁で、
。
(38) 飛田三郎「肥料設計と羅須地人協會（聞書）」（草野心平編『宮澤賢治研究?宮澤賢治全集 別巻>
c
、
筑摩書房、1969.8所収）280-281頁。
(39) 飛田三郎、前
viewgard
頁
n.
むしろこの藤原の方だった。
藤原嘉藤治については、http://www.
2
ouji01.e  tmにom/event
86- ?87頁。聞 青江
h
1>書
詳
會（ ）」2協
…… 治 、は賢
たに 寝りな 。間 に、た いに 街道のまん人おれはたれにも邪魔にさ 中ず 愛され るも 、れ れ い「 うがて よ
と 苦 うっ う人間にいちこ も草 が なりたいに そど 寝の い原に うて れよ 」、さ いな
。っい ちた しはと にな いて う 、る
っ こ歩 じうてい 軒一一ゃないかてっ 。どう をなげだろう。い 鉢さ「 から托これう らぬ ちし をう知軒
けなじ れみ 、 け行悩 るとを ばが れまで反 、通て あれば そしあい、 る応い をうけ話 捨喜 ろまで歩 こ
いな行 ゃうこ かじ 」
はし 原いいだ 。藤と 、た
、うきょれは親 とお もない にひ まかのはだいいいだろう。 こ もれて「 野たぼ 死だ してどっち でり 。
な もだい 親んはそうはいかないま ろう。わ 。。だけどお なえさ ある と死あ んだもょうだいばきれ
いき う思はう人 どう戚も多と 。そういれば親がひ だろにくる う」う。親り ろだ
。いと い れたのでを るんだ あ あら裸でないこ賢治は と てってしまった。ほとい ま の素った。 う
か えを>し 支 きたの?遊民「し て賢治 性、
場 ーたら、彼のつ 農磁 失っ?商人階 のイと? を学校>という二 ）の?ハ 村>侵（遊民王級> 農 ーブ 国ト
た 」ものだっとぎ れら うな略の力
パ
た。は最 よからその翼をも
ワー
初
」回奪「 り そう」もど物語 取「等身大の賢治の を
」）「見者（ボワイヤン
つまり賢治の心象表現意欲は花巻農学校の教師時代の二年目ごろから、急速に衰退したという
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以外の主題なので、本稿では省略する。
(46)?矢幡>56頁では、この賢治の「つ
と、賢治の恋について考察している。当論筆者の
考察も、もちろんこれらの業績に基づくものである。
(47) 羅須地人協会、1926年（大正15年）11月22日付案内状から抜粋。なお賢治が花巻農学校を辞職し、
羅須地人協会の活動に入るのは、この詩「産業組合青年会」を作成したと記される日付1924年10月５
日から、さらに二年後のことである。賢治がすでにミザントロピー（嫌人感、厭世感）と自ら呼ぶ疎
外感を持っていたことは、若い友人森左一への1925年４月12日付書簡204により明らかであるが、この
詩の草稿段階では、む
といい、賢治の見者としての天才は、この時期にはっきりと終焉したと述べる。?板谷心象>第二章参
照。
(45) なお、この後、病が一時的に癒えた賢治が最後に追求した そしてやはり拒否され挫折した
ユートピアが、東北砕石工場技師としての石灰岩抹販売営業活動であったが、これに関しては当
論の考察範囲
しているが、そこには実のところ、それ以後の賢治の体験も畳み込ま
れているに違いな
らい」心理のことを、
ノの広場」および?業の花びら詩群>との関わりの部分に
というものだと分析する。また浜垣誠司のサイト中のページ、http://www.ihatov.
cc/series/karma.htmには、
記のような論及に触発
され、参考にした。
も羅須地人協会活動の実践活動開始以降であると見ねばならない。したがって、この
詩は日付こそ1924年と賢治は記
る
（賢治の憧憬対象については遂に謎のままに留まる）。そこに農民からの疎外感とい
い。
(48)「ポラー
どう考えて
/www.ihatov.cc/series
しろこの疎外感は、何らかの恋愛感情との関連性を持っていると考えられ
.htmにある下
垣
誠司の
う要素が加わるの
は
/karma
（46）前掲、浜
、
ttpサイト中のページ、
注ついて
:/
、は
h
と がで とれ 入す 替、そこ に農村や農民に それ を反わり 強くなり、作品も れする関 映したも対 が心
次が 。の くな第に ま （中略）り多 す
賢、 はその後 の百姓になろう 的治 羅
ら
一介 学校をやめ、求道 なして花 須
す
地人協会の時代と へ巻農
現 はが、当然、心象表 意欲 つり さらに影をひそめ、 す。入 精ます れにとって代りまと 道求 神がそ
ことと す。道者 わ でたま いう質的な変貌が行な れというり大見者から求 、本へ
れ 、そ賢治 きな断層であっえ ば きわめの変貌はきわめて深をの精神 て大ら地層になぞ歴史の く
まいとた う。それはその とえ 求道しょ して、大心象詩人 大 い層を 者という二人の賢治が大断 境に
いえても のかしくな ほおた、 大きな変化でした。ど考と
深 「な自己評価からくる 刻「否定 見な的
てら 不安れ 」」捨
「 、さて 一四 〔夜の湿気と風がさび「三一三 産業組合青年会」と「三
は、このような意味での絶しくいりまじり〕」の最終形態に ませんが、れているのかも望感がこめら しれ
い うその初っぽ 」と呼ばれる稿を見ると、期形態である「（草稿的紙葉群） れがもともとは、また違こ
あ象をスケッチしたもので 中略）／賢治の作品のつねとしてったことがわかります。（った心 対象は、
ていし すが、やはまれたり 葉の背景にあったのは、特定の女性に対れたり複数 りこの言抽象化さ さ化
る 情だ感す す。／このことは、この草稿の文語詩への改作形であるいまたのではないかと、私は思っ
部の線」においては、「き「水 より具体的な言い方をされているこかげ うかべんと…」と、がおもみ
かとい います。」思ではなとからも、うかがえるの
「三一三 産業組合青年会」と、この「〔夜の湿気と風がさびしくいりまじり〕」は、最終形態を
見るかぎりでは、一見なんの関連もない作品のように思われます。
しかしたとえば、前者の「下書稿（二）第一形態」と、後者の「下書稿（二）手入れ」を較べ
ていただくと、これらの二作品が、じつは共通の想念から枝分かれしてきたことがわかると思い
ます。
この両者の下書稿の上では、「祀られざるも神には神の身土がある…」という謎のような幻聴と、
「億の巨匠（天才）が並んで生れ…」というフレーズが、何度も反響して現れては、推敲過程で消
されるということが、繰り返されているのです。
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また、「〔夜の湿気と風がさびしくいりまじり〕（下書稿（一）手入れ）」の欄外書き込みを見て
いただくと、これが童話「ポラーノの広場」とも、密接に関連していることがわかります。「つめ
くさのあかり」さえ出てきます。
いっぽう、「ポラーノの広場」の推敲過程においては、レオーノキューストの発言として次のよ
うな言葉が記入されて、後でまた削除されています。
「さうだ、諸君、あたらしい時代はもう来たのだ。この野原のなかにまもなく千人の天才がいっ
しょにお互いに尊敬し合ひながらめいめいの仕事をやって行くだらう。」
これはまさに、上の二つの作品の草稿に繰り返しあらわれる、「億の巨匠（天才）が並んで生
れ／しかも互ひに相犯さない／明るい世界はかならず来る」というフレーズと、正確に対応する
ものです。
すなわち、童話「ポラーノの広場」も、この「業の花びら 詩群」と、深くつながった作品な
のです。
すべての作品の基底にある「産業組合」という構想は、童話の世界のなかでは成功したことに
なっています。しかしそれでも、話の趣きは単純なハッピーエンドとは異なって、なんとも言え
ぬ孤独や疎外感にいろどられていました。（これについては「ポラーノの広場のうた」のMIDIの
ところでも、すこし触れました。）
「業の花びら 詩群」においては、この影はさらに深く、「すさまじい諦念」にまで至っている
わけです。「三一三 産業組合青年会」という作品は、「ポラーノの広場」の陰画とも言えるので
はないでしょうか。
この「産業組合」の事業のひとつとして両者の草稿に出てくる、「山地の稜をひととこ砕き／石
灰抹の幾千車を／酸えた野原に撒いたりする」という仕事は、1931年に賢治が「東北砕石工場」
の技師（嘱託）として、実際に一翼を担おうとしたことでした。
賢治はこのときまさに、異様なほど「粉骨砕身」した結果、秋に出張先の東京（「トキーオ市」?）
で倒れ、以後亡くなるまでの病臥に就くことになります。
この時の挫折感が、上記の諸作品のもつさびしさや暗さに、反映しているのかもしれません。
さて、「三一三 産業組合青年会」と「三一四 〔夜の湿気と風がさびしくいりまじり〕」の最
終形態には、このような意味での絶望感がこめられているのかもしれませんが、いっぽうその初
期形態である「（草稿的紙葉群）」と呼ばれる稿を見ると、これがもともとは、また違った心象を
スケッチしたものであったことがわかります。
それは、「頰うつくしいひとびとの／なにか無心に語ってゐる／明るいことばのきれぎれを／狂
気のやうに恋ひながら／…」という一節にもにじむような、エロス的なまでに熱く燃える焦燥で
す。
賢治の作品のつねとして、対象は抽象化されたり複数化されたりしていますが、やはりこの言
葉の背景にあったのは、特定の女性に対する感情だったのではないかと、私は思います。
このことは、この草稿の文語詩への改作形である「水部の線」においては、「きみがおもかげう
かべんと…」と、より具体的な言い方をされていることからも、うかがえるのではないかと思い
ます。
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。、実体験の段階においては、
やはり疎外感から発する浮遊感覚の記述であったものと、当論筆者は考える。
(51)?板谷心象>
(49)?吉田>44頁はこれを
の別の著書『宮沢賢治の、短歌のよ
と断じる。また、賢治は物を食べるときにも
遠慮して音を立てないようにしたという話が残っている。?中公年譜>39頁。?青江>38頁。
(50) この感覚について、（下書稿／『文語詩未定稿』）の中では「耐えざる／脊椎の労作の后に来り／
しばしば数日の病を約す」という説明があらたに加えられているが、あるいは実際に肉体面ではそう
であったのかもしれない。しかしその一節は、文語詩改作という、後年における賢治による、みずか
らの詩作生涯に対する整理と反省の作業の過程で加えられたものであり
る。
(56)?金子>173-181頁。
(57) ここで「マグノリアの木」と「単体の歴史」を、あえて並列して対照してみる
89-91頁。
(52) 板谷栄城
（マ）
わたくしの云ふ古金とは（単
うな 幻想感覚を読み解く』（NHKブックス、1999.4）
167-173頁によれば、賢治はその心象感覚においては、コロイド物質の中ではゲルを嫌い、ゾルは受け
入れていたらしい。
(53) 板谷、前掲『宮沢賢治の、短歌のような 幻想感覚を読み解く』34-35頁によれば、賢治の苦手とする
色は、紺、藍といった青系統の色だったようである。だから「青い寒天」となれば、賢治のいやがる
条件が揃うともいえる。
(54)?金子>182頁では、
は、三十五歳で悟りを開いた釈尊を指
していることが判る
以前の（マ）
三五の性を載せ
と述べている。当論はこれとは違う論証をしている
ことは、以下の本文で示されている。
(55)?
。
いいえわたくしの申しますのは
注（52）、（53）で触れたよう
）
いまのあんな暗い黄金ではなく（マ）
いまあるあんな暗い黄いろなものでなく（単）
龍樹菩薩の大論以前や（マ）
竜樹菩薩の大論に（単）
あるひはむしろ佛滅
き
かがやく黄金のこ
に、賢治は
られたもの（単）
あるひはそれの前期にあたる（単）
むしろクイックゴールドといふ風の（マ）
む
金子>71-72頁を見よ。また
うの（単）
そんな
いな色、そして賢治
とです（
「葱嶺（パミール）先生の
散歩」において、詩の中から、嫌
の歴史」でいうとこ
の怒りの色でもある青い色だけは、ともかくも
消したようにも解釈で
ぱな黄金である（単
ろの「三
マ）
そんなりっ
quick gold
）
これによって、「単体
いふふ
五の性」と
し とろ
女「 像性 が、「ポ」のこ のイメージに反ラーノの るのではないかとまいロ広場」の し照ザ てロー
考 しで 、いえると で うょ 。かきすぎ
」症癖「 の詩
うた
特有の潔リンイ テ
いる uidをころ は liq「クイック・シルバーとすると か。を誤ったのだろう あ
uq かとも推測される。q ickと書き違えたか、勘違いしてこう書いてしまったのではない uick goldを
焦ば、荘子には「流金なんと訳すかであるが「流金」とでもするなら はげしいって、暑さの土」とあ
強いことにた、火力のこと、淮南子にある「流金鑠石」は はただ真っ赤に焼け治とえられている。賢
」だけかもしれない。た夕日のたとえにつかった
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(58) 盛岡高等農林学校研究科に在学するも、地質調査も終了して、妹トシの看病のための上京も終わ
り、家事手伝い中である1919年（大正８年）における、南洋ポナペ島に雄飛した友人宛の書簡143に
「飛びたちもがきかなしんでゐます」との語句がある。
(59) 注（13）を見よ。
(60) 花巻共立病院の院長であり、賢治の主治医および理解者かつ友人をもって自ら任じた佐藤隆房は、
その著書や賢治顕彰活動によって伝記的賢治のイメージ作りに一役買った人物だが、一方で昭和20年
～21年の間、高村光太郎を自宅に疎開させていた。その高村は、戦後、花巻の山奥の太田村山口に独
居するが、昭和27年６月、十和田湖畔の彫像建立の調査のため秋田を訪れた後、７月、佐藤宅にふた
たび滞在する。そこで佐藤との間に、賢治についてしばらく問答が交わされたが、７月19日、帰宅し
た高村から佐藤夫妻に宛てて出された礼状の中に、このような文章がある。
94.6子息佐藤進により大項目と仮名遣いおよ
び表現を改めて新版）より。297-305頁に高村光太郎の話あり。引用した書簡文は、304頁にある。
.9初版、19沢賢治』（
(傍点筆者）
佐藤隆房『新版 宮 1942、冨山房
）（前文略 さはおどろくのみで、それ七年間見て来たところでは、花巻の人たちの文化意欲の低調
そのことに対する自然の反動のよう共心の欠如によるものと考えられます。宮沢賢治は結局公は
﹅
は
﹅
で
﹅
す
﹅
。花
﹅
巻
﹅
にも思われます。賢
﹅
治
﹅
を
﹅
い
﹅
じ
﹅
め
﹅
た
﹅
の
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資 料
産業組合青年会（草稿的紙葉群）
（第一葉）
祀られざるも神には神の身土があると
さう云ったのはいったい誰だ
並木の松はかたちもわかず
つめたい雨は
宙でぴしぴし鳴ってゐる
しかもときどきわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかな青い燐光による
まことの道は
誰が云ったの誰が行ったのと
さういふ風のものでない
それはたゞそのみちみづからに属すると
答へたものはいったい何だ
まっくろな並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる
（第二葉）
びしゃびしゃの寒い雨にぬれ
かすかな雲の蛍光をたよりながら
こんやわたくしが恋してあるいてゐるものは
いつともしらぬすもものころの
なにか明るい風象である
まことにわたくしはこのまよなかの
杉やいちゐに囲まれて
ほのかに睡るいちいちの棟を
つぎからつぎと数へながら
どこからともわからない稲のかほりに漂ひ
つかれたこほろぎの声や水の呟き
またじぶんとひとともわかず
水たまりや泥をわたる跫音を
遠くのそらに聞きながし
から松が風を冴え冴えとし
銀どろが雲を乱してひるがえるなかに
赤い鬼げしの花を燃し
黒いすももの実をもぎる
頰うつくしいひとびとの
なにか無心に語ってゐる
明るいことばのきれぎれを
狂気のやうに恋ひながら
このまっ黒な松の並木を
はてなくひとりたどって来た
あゝわたくしの恋するものは
わたくしみづからつくりださねばならぬかと
わたくしが東のそらに
声高く叫んで問へば
そこらの黒い林から
嘲るやうなうつろな声が
ひときれの木だまをかへし
じぶんの恋をなげうつものは
やがては恋を恋すると
さびしくひとり呟いて
来た方をふりかへれば
並木の松の残像が
ほのじろく空にひかった
（第三葉）
……蜜蜂のふるひのなかに
（一字アキ）液の青い霧を降らせ
小さな虹をひらめかす
いつともしらぬすもものころの
まなこあかるいひとびとよ……
並木の松の向ふの方で
いきなり白くひるがへるのは
どれか東の山地の尾根だ
（祀られざるも
神には神の身土がある）
ぎざぎざの灰いろの線
（まこと正しい道ならば
誰が考へ誰が踏んだといふのでない
そこには道があるだけなのだ）
こゝはたしか五郎沼の岸で
西はあやしく明るくなり
くっきりうかぶ松の脚には 一つの星も通って行く
……今日のひるまごりごり鉄筆で引いた
北上川の水部の線が いままっ青にひかってうかぶ……
こゝはたしか五郎沼の岸だ わたくしはこの黒いどてをのぼり
むかし竜巻がその銀の尾をうねらしたといふその沼の夜の水を見やうと思ふ
……水部の線の花紺青は火花になってぼろぼろに散る……
（草稿的紙葉群手入れ１）
（草一）
祀られざるも神には神の身土があると
さう云ったのはいったい誰だ
並木の松はかたちもわかず
つめたい雨は
宙でぴしぴし鳴ってゐる
しかもときどきわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかな青い燐光による
まことの道は
誰が云ったの誰が行ったのと
さういふ風のものでない
それはたゞそのみちみづからに属すると
答へたものはいったい何だ
まっくろな並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる
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（草二）
あゝわたくしの恋するものは
わたくしみづからつくりださねばならぬかと
わたくしが東のそらに
声高く叫んで問へば
そこらの黒い林から
嘲るやうなうつろな声が
ひときれの木だまをかへし
じぶんの恋をなげうつものは
やがては恋を恋すると
さびしくひとり呟いて
来た方をふりかへれば
並木の松の残像が
ほのじろく空にひかった
（草三）
びしゃびしゃの寒い雨にぬれ
かすかな雲の蛍光をたよりながら
こんやわたくしが恋してあるいてゐるものは
いつともしらぬすもものころの
なにか明るい風象である
まことにわたくしはこのまよなかの
杉やいちゐに囲まれて
ほのかに睡るいちいちの棟を
つぎからつぎと数へながら
どこからともわからない稲のかほりに漂ひ
つかれたこほろぎの声や水の呟き
またじぶんとひとともわかず
水たまりや泥をわたる跫音を
遠くのそらに聞きながし
から松が風を冴え冴えとし
銀どろが雲を乱してひるがえるなかに
赤い鬼げしの花を燃し
黒いすももの実をもぎる
頰うつくしいひとびとの
なにか無心に語ってゐる
明るいことばのきれぎれを
狂気のやうに恋ひながら
このまっ黒な松の並木を
はてなくひとりたどって来た
（草四）
こゝはたしか五郎沼の岸で
西はあやしく明るくなり
ぼんやりうかぶ松の脚には
一つの星も通って行く
……今日のひるま
ごりごり鉄筆で引いた
北上川の水部の線が
いままっ青にひかりだす……
わたくしはこの黒いどてをのぼり
むかし竜巻がその銀の尾をうねらしたといふ
その沼の夜の水を見やうと思ふ
……水部の線の花紺青が
火花になってぼろぼろに散る……
（草稿的紙葉群手入れ２）
（１）
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ
（２）
つめたい雨は
宙でぴしぴし鳴ってゐる
（３）
まことの道は
誰が云ったの誰が行ったのと
さういふ風のものでない
それはたゞそのみちみづからに属すると
答へたものはいったい誰だ
（４）
ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかな青い燐光による
（５）
まことにわたくしはこのまよなかの
杉やいちゐに囲まれて
ほのかに睡る棟々の
いくつをつぎつぎ数へたことか
（６）
どこからともわからない稲のかほりと
つかれたこほろぎや水の呟き
（７）
まっくろな並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる
（下書稿（一）断片）
一九二四、一〇、五、
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫ってゐる……
まことの道は
誰が云ったの行ったの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
応へたものはいったい何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
（この間何行か不明）
……くろく沈んだ並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる……
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（下書稿（二）第一形態）
一九二四、一〇、五
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫ってゐる……
まことの道は
誰が云ったの行ったの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
応へたものはいったい何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
それは苦しいことだけれども
いちばん正し（五字不明）ば
結局いちばん楽しいのだと
じぶん（以下不明）
これ（以下不明）
これこ（以下不明）
だいじ（以下不明）
ひとつの（以下不明）
あゝぼくはもう匙を投げる
花粉のやうに（二字不明）えがく
やがてのここらのあかるいけしき 落葉松や銀ドロや
村ごと小さな組合は、
ハムを酵母を紡ぎをつくり
その聯合のあるものは
山地の稜をひととこ砕き
石灰抹の億噸を得て
こゝらの酸えた野原にそそぎ
さういふ風の図式をおもふ
それとてまさしくできてののちは
あらたなわびしい図式なばかり
さういふことを考へさせる
背後の力はいったい何だ
……雨がどこかでにはかに鳴り
西があやしくあかるくなる……
あゝ誰か来て私に云へ億の天才ならんで生れ
しかも互ひに相犯さない
あかるい世界はかならず来ると
下書稿（二）
一九二四、一〇、五、
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫ってゐる……
まことの道は
誰が云ったの行ったの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
応へたものはいったい何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
たとへ苦難の道とは云へ
まこと正しい道ならば
結局いちばん楽しいのだと
みづから呟き感傷させる
芝居の主はいったい誰だ
……くろく沈んだ並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる……
ここらのやがてのあかるいけしき
落葉松や銀ドロや、果樹と蜜蜂、小鳥の巣箱
部落部落の小組合が
ハムを酵母を紡ぎをつくり
その聯合のあるものが、
山地の稜をひととこ砕き
石灰抹の幾千車を
酸えた野原に撒いたりする
それとてまさしくできてののちは
あらたなわびしい図式なばかり
……雨がどこかでにはかに鳴り
西があやしくあかるくなる……
祀られざるも神には神の身土があると
なほも呟くそれは誰だ
（定稿）
産業組合青年会
一九二四、一〇、五、
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ 艸をゆすったそれは誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫ってゐる……
まことの道は
誰が云ったの行ったの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
応へたものはいったい何だ いきまき応へたそれは何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
部落部落の小組合が
ハムをつくり羊毛を織り医薬を頒ち
その聯合の大きなものが
山地の肩をひととこ砕いて
石灰岩末の幾千車を
荒れた野原にそゝいだり
ゴムから靴を鋳たりもする
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……くろく沈んだ並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる……
これら村々の気鋭な同志会合の夜半
祀られざるも神には神の身土があると
老いて呟くそれは誰だ
（定稿手入れ）
産業組合青年会
一九二四、一〇、五、
祀られざるも神には神の身土があると
あざけるやうなうつろな声で
さう云ったのはいったい誰だ 席をわたったそれは誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫ってゐる……
まことの道は
誰が云ったの行ったの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
応へたものはいったい何だ いきまき応へたそれは何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
部落部落の小組合が
ハムをつくり羊毛を織り医薬を頒ち
村ごとのまたその聯合の大きなものが
山地の肩をひととこ砕いて
石灰岩末の幾千車かを
酸えた野原にそゝいだり
ゴムから靴を鋳たりもしやう
……くろく沈んだ並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる……
しかもこれら熱誠有為な村々の処士会同の夜半
祀られざるも神には神の身土があると
老いて呟くそれは誰だ
（雑誌発表形）
産業組合青年会
宮澤賢治
祀られざるも神には神の身土（しんど）があると
あざけるやうなうつろな声で
席をわたつたそれは誰だ
……雪をはらんだつめたい雨が
闇をぴしぴし縫つてゐる……
まことの道は
誰が云つたの行つたの
さういふ風のものでない
祭祀の有無を是非するならば
卑賎の神のその名にさへもふさはぬと
いきまき応（こた）へたそれは何だ
……ときどき遠いわだちの跡で
水がかすかにひかるのは
東に畳む夜中の雲の
わづかに青い燐光による……
部落部落の小組合が
ハムをつくり羊毛を織り医薬を頒ち
村ごとの、また、その聯合の大きなものが
山地の肩をひととこ砕いて
石灰岩末の幾千車かを
酸（す）えた野原にそゝいだり
ゴムから靴を鋳たりもしやう
……くろく沈んだ並木のはてで
見えるともない遠くの町が
ぼんやり赤い火照りをあげる……
しかもこれら熱誠有為な村々の処士会同の夜半
祀られざるも神には神の身土があると
老いて呟くそれは誰だ
?宴（下書稿）
一九二六、九、三、
みんなは酒を飲んでゐる
……土橋は曇りの午前にできて
いまうら青い榾のけむりと雨の脚……
みんなは地主や賦役に出ない人たちから
集めた酒を飲んでゐる
おれはぼんやり
稲の種類を云ってゐる
一人の子どもの百姓が
みんなのうしろの板の間で
座って素麵（むぎ）をたべてゐる
からだ以上の仕事のために
顔も蒼ざめむくんでゐる
いまわたくしをぬすみみる
瞳よ闇夜の二つの星のやうに燃えて帰るのは
わたくしが酒を呑まないのに安心したのか
それとも村がまもなく明るくなるといふのか
あゝわたくしもきみとひとしく
はげしい疲れや屈辱のなかで
なにかあてなく向ふを望むだけなのに
?宴（下書稿手入れ）
一九二六、九、三、
酸っぱい胡瓜をぽくぽく嚙んで
みんなは酒を飲んでゐる
……土橋は曇りの午前にできて
いまうら青い榾のけむりは
稲いちめんに這ひかゝり
そのせきぶちの杉や楢には
雨がどしゃどしゃ注いでゐる……
みんなは地主や賦役に出ない人たちから
集めた酒を飲んでゐる
……われにもあらず
ぼんやり稲の種類を云ふ
こゝは天山北路であるか……
さっき十ぺん
あの赤砂利をかつがせられた
120
顔のむくんだ弱さうな子が
みんなのうしろの板の間で
座って素麵（むぎ）をたべてゐる
（紫雲英（ハナコ）植れば米とれるてが
藁ばりとったて間に合ぁなじゃ）
こどもはむぎを食ふのをやめて
ちらっとこっちをぬすみみる
〔みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで〕（下書稿（一））
みんなは酸っぱい胡瓜を嚙んで
賦役に出ない家々から
集めた酒をのんでゐる
中で権左エ門の眼は
眼がねをかけたやうに両方あかく
立って宰領する熊氏の顔はひげ一杯だ
榾のけむりは稲いちめんにひろがって
雨はどしどしその青い穂に注いでゐる
おれはぼんやり稲の種類を答へてゐる
さっき何べんも何べんも
あの赤砂利をかつがせられた
顔のむくんだ弱さうな子は
みんなのうしろの板の間に
座って素麵（むぎ）をたべてゐる
その赤砂利を盛った新らしい土橋は
楢や杉の暗い陰気な林をしょって
やっぱり雨に打たれてゐる
ほだのけむりがそこまで青く這ってゐる
(下書稿（二）中断稿）
酸っぱい胡瓜を嚙んでみんな集めて酒を呑む 権右エ門熊
榾のけむりは稲を這ひ雨は堂々青い穂並に注いでゐる
おれはぼんやり稲の種類を答へてゐて
〔ひとびと酸き胡瓜を嚙み〕
(下書稿／『文語詩未定稿』）
ひとびと酸き胡瓜を嚙み
やゝに濁れる黄の酒の
陶の小盃に往復せり
そは今日賦役に出でざりし家々より
権左エ門が集め来しなれ
まこと権左エ門の眼 双に赤きは
尚褐玻璃の老眼鏡をかけたるごとく
立つて宰領するこの家のあるじ
熊氏の面はひげに充てり
榾のけむりは稲いちめんにひろがり
雨は堂々青き穂並にうち注げり
われはさながらわれにもあらず
稲の品種をもの云へば
或いはペルシャにあるこゝちなり
この感じ多く耐えざる
脊椎の労作の后に来り
しばしば数日の病を約す
げにかしこにはいくたび
赤き砂利をになひける
面むくみし弱き子の
人人の背后なる板の間に座して
素麵をこそ食めるなる
その赤砂利を盛れる土橋は
楢また檜の暗き林を負ひて
ひとしく雨に打たれたれど
ほだのけむりははやもそこに這へるなり
杏
一九二八、七、二四、
つかれて渇いて
夕陽の中を
萓で囲んだこのちっぽけな観音堂へ
みんないっしょに漂ひ着いた
いちにちの行程は
ただまっ青な稲の中
その水いろの葉筒の底で
三十億の一ミリの羽
けむりのやうな稲の穂が
いまこっそりとできかかり
この一月の雨や湿気の心配は
雲や東のけむりとともに
青い夕陽に溶かされる
麻シャツを着た
さっきの人が帰って来る
どこからとって来たのだらう
杏を帽子にいっぱい盛って
稲で傷つき過労に瘠せたその顔に
何かわらひをかすかにうかべ
萱の間を帰ってくる
（はね起きろ、観音の化身?）
ひとはしづかにわらってくる
穂孕期
一九二八、七、二四、
蜂蜜いろの夕陽のなかを
みんな渇いて
稲田のなかの萓の島、
観音堂へ漂ひ着いた
いちにちの行程は
ただまっ青な稲の中
眼路をかぎりの
その水いろの葉筒の底で
けむりのやうな一ミリの羽
淡い稲穂の原体が
いまこっそりと形成され
この幾月の心労は
ぼうぼう東の山地に消える
青く澱んだ夕陽のなかで
麻シャツの胸をはだけてしゃがんだり
帽子をぬいで小さな石に腰かけたり
みんな顔中稲で傷だらけにして
芬って酸っぱいあんずをたべる
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みんなのことばはきれぎれで
知らない国の原語のやう
ぼうとまなこをめぐらせば、
青い寒天のやうにもさやぎ
むしろ液体のやうにもけむって
この堂をめぐる萓むらである
単体の歴史（下書稿（一））
一九二四、七、五、
紺青の湿った山と雲とのこっち
夕陽に熟する古金のいろの小麦のはたけ
いいえ、わたくしの云ひますのは
いまのあんな暗い黄金ではなく
所謂 竜樹菩薩の大論の
あるひはそれよりもっと前の
むしろ quick goldといふふうの
そんなりっぱな黄金のことです
いま紺青の夏の湿った雲のこっちに
かながらのへいそくの十箇が敬虔に置かれ
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置ではあるが
またある種拝天の余習でもある
……粟がざらざら鳴ってゐる……
※ 物質の特性は定量されないほどの
僅かづつながら時間に従って移動する
といふ風の感じです 誰でももってゐる
ありふれた考ですが今日は誰でもそれを
わざと考へないやうにしてゐるやうな
気もするのです
(下書稿（二））
一九二四、七、五、
夕日が青いなめとこ山へ落ちやうとして
小麦ばたけが古金のいろに熟するといふ
わたくしの云ふ古金とは
いまあるあんな暗い黄いろなものでなく
竜樹菩薩の大論に
三五の性を載せられたもの
あるひはそれの前期にあたる
むしろ quick goldといふふうの
そんなりっぱな黄金である
また紺いろに湿った雲のこっち側
何か播かれた四角の畑に
かながら製の 幡が
十箇正しく置かれてあって
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置ではあるが
ある種拝天の余習でもある
亜細亜学者の散策（下書稿（二）手入れ）
（春と修羅 第二集）
一九二四、七、五、
気圧が高くなったので
地平の青い膨らみが
徐々に平位に復して来た
蓋し国土の質たるや
剛に過ぐるを尊ばず
地面が踏みに従って
小さい歪みをなすことは
天竺乃至西域の
永い夢想であったのである
紫紺のいろに湿った雲のこっち側
何か播かれた四角な畑に
かながら製の 幡とでもいふべきものが
八つ正しく立てられてゐて
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置であって
誰とて異論もないのであるが
それがことさらあゝいふ風な
八の数をそろへたり
方位を正して置かれたことは
ある種拝天の余習であるか
一種の隔世遺伝であるか
わたしはこれをある契機から
ドルメン周囲の施設の型と考へる
日が青山に落ちやうとして
麦が古金に熟するとする
わたしが名指す古金とは
今日世上一般の
暗い黄いろなものでなく
竜樹菩薩の大論に
わづかに暗示されたるもの、
すなはちその徳はなはだ高く
その相はるかに旺んであって
むしろ quick goldともなすべき
わくわくたるそれを云ふのである
水はいつでも水であって
一気圧下に零度で凍り
摂氏四度の水銀は、
比重十三ポイント六なるごとき
さうした式の考へ方は
現代科学の域内にても
俗説たるを免れぬ
さう亀茲国の夕日のなかを
やっぱりたぶんかういふふうに
鳥がすうすう流れたことは
そこの出土の壁画から
だゞちに指摘できるけれども
池地の青いけむりのなかを
はぐろとんぼがとんだかどうか
そは杳として知るを得ぬ
東洋学者の散歩（葱嶺先生の散歩下書稿）
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみが
徐々に平位を復して来た
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しかも国土の質たるや
それが瑠璃また玻璃で成るともせよ
ただに硬きを尚ばず
地面が踏みに従って
小さい歪みをなすことはなほ
天竺乃至西域諸国の
永い夢想であったのである
日が青山に落ちやうとして
麦が古金に熟するとする
わたしが名指す古金とは
同じい純粋の黄金とは云へ
暗い黄いろなものでなく
竜樹菩薩の大論に
わづかに暗示されたるもの
すなはちその徳はなはだ高く
その相はるかに旺んであって
むしろ流金（quick gold）ともなすべき
わくわくたるそれを云ふのである
蓋し水銀は常に水銀であって
摂氏四度と一気圧下では
比重十三ポイント六と
かうした式の考へ方は
現代科学の域内にても
あてずっぽうの俗信たるに過ぎぬのである
ははあこいつは面白い
あすこ湿った紫紺の雲のこっち側
何か播かれた四角な畑に
かながら製の 幡とでもいふべきものが
八つ正しく立てられてゐて
古金の色の夕陽にうかび
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置であって
誰とて異論もないのであるが
それがことさらあゝいふ風な
八つの数をそろへたり
方位を正して置かれたことは
ある種拝天の余習であるか
一種の隔世遺伝であるか
わたしはこれをある契機から
ドルメン周囲の施設の型と考へる
さう亀茲国の夕陽のなかを
やっぱりたぶんかういふ風に
鳥がすうすう流れたことは
出土の壁画や何かから
ただちに指摘できるけれども
沼地の青いけむりのなかを
はぐろとんぼが飛んだかどうか
そは杳として知るを得ぬ
葱嶺（パミール）先生の散歩（下書稿手入れ）
気圧が高くなったので
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみも
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
弾性なきを尚ばず
地面行歩に従って
小さい歪みをつくること
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺とやがては西域諸国に於ける
永い夢でもあったのである
向ふ三つの残丘（モナドノック）のこっち側
何か播かれた四角な畑に
かながら製の 幡とでもいふべきものが
十二つ正しく立てられてゐて
古金の色の夕陽に映え
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置であって
別に異論もないのであるが
それがことさらあの高山を祀るがやうに
長短順を整へて二列正しく置かれたことは
ある種拝天の余習であるか
山岳教の遺風であるか
とにかく誰しもこの情景が
単なる実用が産出した
偶然とのみ看過し得まい
古金の色の夕陽と云へば
きみのまなこは非難する
どうして卑しい黄金をもって
この尊厳の夕陽に比すると
まことに今日黄金を呼び
金剛石をいふことは
廉潔の士の好まぬところ
さあれ利勘の心情なくば
雲また鳥のたぐひであって
金また美しい鉱物であり
それを卑しむ要もない
且つやわたしが名指したものは
同じい純粋の黄金とは云へ
今日世上一般の
暗い黄いろなものでなく
遠く時軸を溯り
幾多所感の海を経て
竜樹菩薩の大論に
わづかに暗示されたるところ
すなはちその徳はなはだ高く
その相はるかに旺んであって
むしろ流金（quick gold）ともなすべき
わくわくたるそれを云ふのである
さう亀茲国の夕陽のなかを
やっぱりたぶんかういふ風に
鳥がすうすう流れたことは
出土の壁画や何かから
ただちに指摘できるけれども
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沼地の青いけむりのなかを
はぐろとんぼが飛んだかどうか
そは杳として知るを得ぬ
葱嶺（パミール）先生の散歩（雑誌発表形）
宮 澤 賢 治
気圧が高くなつたので、
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾（はぢ）いてゐた
地平の青い膨らみが
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
弾性なきを尚（たつと）ばず
地面行歩に従つて
小さい歪みをつくること
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺と
やがては西域諸国に於ける
永い夢でもあつたのである
向ふ紫紺の古い火山のこつち側
何か播かれた四角な畑に
鉋屑（カナガラ）製の 幡とでもいふべきものが
十二正しく立てられてゐて
古金の色の夕陽（ひ）に映え
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置であつて
別に異論もないのであるが
それがことさらあの高山を祀るがやうに
長短順を整へて
二列正しく置かれたことは
ある種拝天の余習であるか
山岳教の遺風であるか
とにかく誰しもこの情景が
単なる実用が産出した
偶然とのみ看過し得まい
古金の色の夕陽と云へば
きみのまなこは非難する
どうして卑しい黄金（キン）をばとつて
この尊厳の夕陽に比すると
さあれわたしの名指したものは
今（こん）日世上交易の
暗い黄いろなものでなく
遠く時軸を溯り
幾多所感の海を経て
竜樹菩薩の大論に
わづかに暗示されたるたぐひ
すなはちその徳いまだに高く
その相はなはだ旺んであつて
むしろ流金（クイックゴールド）ともなすべき
わくわくたるそれを云ふのである
さう、亀茲国（きじこく）の夕陽のなかを
やつぱりたぶんかういふ風に
鳥がすうすう流れたことは
出土のそこの壁画に依つて
ただちに指摘できるけれども
沼地の青いけむりのなかを
はぐろとんぼが飛んだかどうか
そは杳として知るを得ぬ
葱嶺（パミール）先生の散歩（定稿）
（春と修羅 第二集補遺、一九二六年一月～五月間）
気圧が高くなったので
昨日固態の水銀ほど
乱れた雲を弾いてゐた
地平の青い膨らみも
徐々に平位を復するらしい
しかも国土の質たるや
それが瑠璃から成るにもせよ
弾性なきを尚ばず
地面行歩に従って
小さい歪みをつくること
あたかもよろしき凝膠（ゲル）なるごとき
これ上代の天竺と
やがては西域諸国に於ける
永い夢でもあったのである
向ふかがやく雪の火山のこっち側
何か播かれた四角な畑に
鉋屑（カナガラ）製の 幡とでもいふべきものが
十二正しく立てられてゐて
古金の色の夕陽に映え
いろいろの風にさまざまになびくのは
たしかに鳥を追ふための装置であって
別に異論もないのであるが
それがことさらあの高山を祀るがやうに
長短順を整へて
二列正しく置かれたことは
ある種拝天の遺風であるか
山岳教の余習であるか
とにかく誰しもこの情景が
単なる実用が産出した
偶然とのみ看過し得まい
古金の色の夕陽と云へば
きみのまなこは非難する
どうして卑しい黄金（キン）をばとって
この尊厳の夕陽に比すると
さあれわたしの名指したものは
今日世上交易の
暗い黄いろなものでなく
遠く時軸を溯り
幾多所感の海を経て
竜樹菩薩の大論に
わづかに暗示されたるたぐひ
すなはちその徳いまだに高く
その相はなはだ旺んであって
むしろ流金（クイックゴールド）ともなすべき
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わくわくたるそれを云ふのである
さう亀茲国の夕陽のなかを
やっぱりたぶんかういふ風に
鳥がすうすう流れたことは
出土のそこの壁画から
ただちに指摘できるけれども
沼地の青いけむりのなかを
はぐろとんぼが飛んだかどうか
そは杳として知るを得ぬ
一装景家と助手との対話
蒼い地平線が或る度の弾性をもち
従て地面が踏みに従って
ゴム或はアスファルトの程度の弾性をもつこと乃至
ヒンヅーガンダラ乃至西域の人々もこれを望み
近代の多くの造園家たちもこれを考へる
然るに或る平均的に不変な剛性をもつ地殻を
更に任意に変ずることは今日の世界造営の技術の範囲で
はあらぬ
それを決定する因子は
大きく二つになってゐる
一つは仏の神力により
一つは衆生の業によると
さうわれらの先住文化の帯有者たちも考へ
またわたくしもさう思ふ
乃至そこに芙しからぬ林薮卉木なく
受用に適せぬ産者のないことは
……タキスの天にぎざぎざにそゝり立った青い鋸を……
維摩居士は人に高貴の心あるが故であるといふ
（すべてこれらの唯心論では風景がことごとく
諸仏と衆生の徳の配列であると見る）
それは感情移入によって
仮に生じた情緒と
外界との最奇怪な混合であると
皮相に説明されるがごとき
さういふ種類のものではない
はんの木の群落の下に
すぎなをおのづとはびこらせ
やはらかなやさしいいろの budding fernを企画せよ
それは清例な使徒告別の図のがくぶちにもなる
Peasant Girls電線にとまる小鳥のやうに
みなわれわれのまはりの座席にちらばる
この平野は巨きな海のごとくであるが故に
あちこち台地のはじには白い巨きな燈台もたち
それはおのおの二千アールの稲の
夜の健実な成長を促すための設備である
諸君この国土の
装景家たちは
この野の福祉のためには
まさに命を堵けねぱならぬ
何たる秀でしよき麦であるか
この春寒さ Largoで融け
且つ雷あリて硝酸そゝぎかゝったのだ
クランド電柱を去る小鳥のやうに
Peasant Girls座席を立って降りゆく
一造園家と助手との対話
あれが巨大なアブクマの
片麻岩系の山塊であるが
そのいちばん南のはじから
巨きな光る雲塊ものぼる
それはたくさんの や幡を容れた
毘沙門天の宝蔵であると
trans Himalayaの高原住民たちが考へる
あるときそれが六つの頭首ある戦の馬と
千の手に或はほこや独こをもち
髪をみだしたかつましゅら天であると
Sven Hedinも空想して
〔？〕の名誉ある著述のなかに
そのたわむれのスケッチをいろどりをしてかゝげてゐる
冬はきらびやかに氷華が飛ぶのに
けふはきらびやかに石炭からが飛ぶと云へば
誰でもひとつのアイロニーのやうにきくではあらうが
みたまへこれらの二つの汽車の間
まぶしさうな老人の顔の前で
何ときらびやかに飛びちがふ
装景手記
六月の雲の圧力に対して
地平線の歪みが
視角五〇度を超えぬやう
濃い群青をとらねばならぬ
早いはなしが
ちゃうど凍った水銀だけの
弾性率を地平がもてばいゝのである
Gillarchdox!Gillarchdae!
いまひらめいてあらはれる
東の青い橄欖岩の鋸歯
けだし地殻が或る適当度の弾性をもち
したがって地面が踏みに従って
寒天あるいひはゼラチンの
歪みをつくるといふことは
ヒンヅーガンダラ乃至西域諸国に於ける
永い間の夢想であって
また近代の勝れた園林設計学の
ごく杳遠なめあてである
……電線におりる小鳥のやうに
頰うつくしい娘たち
車室の二列のシートにすはる……
然るに地殻のこれら不変な剛性を
更に任意に変ずることは
恐らくとても今日に於ける世界造営の技術の範囲に属しない
……タキスの天に
ぎざぎざに立つ
そのまっ青な鋸を見よ……
地殻の剛さこれを決定するものは
大きく二つになってゐる
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一つは如来の神力により
一つは衆生の業による
さうわれわれの師父が考へ
またわれわれもさう想ふ
……そのまっ青な鋸を見よ……
すべてこれらの唯心論の人人は
風景をみな
諸仏と衆生の徳の配列であると見る
たとへば維摩詰居士は
それらの青い鋸を
人に高貢の心あればといふのである
それは感情移入によって
生じた情緒と外界との
最奇怪な混合であるなどとして
皮相に説明されるがやうな
さういふ種類のものではない
ならや栗のWood landに点在する
ひなびた朱いろの山つゝぢを燃してやるために
そのいちいちの株に
hale glowとwhite hotの azaliaを副へてやらねばならぬ
若しさうでなかったら
紫黒色の山牛蒡の葉を添へて
怪しい幻暈模様をつくれ
止むなくばすべてこれを截りとる
Gillochindox.Gillochindae!
ラリックスのうちに
青銅いろして
その枝孔雀の尾羽根のかたちをなせる
変種たしかにあり
やまつゝぢ
何たる冴えぬその重い色素だ
赭土からでももらったやうな色の族
銀いろまたは無色の風と結婚せよ
なんぢが末の子らのため
その水際園に
なぜわたくしは枝垂れの雪柳を植えるか
十三歳の聖女テレジアが
水いろの上着を着羊歯の花をたくさんもって
小さな円い唇でうたひながら
そこからこっちへでてくるために
わたくしはそこに雪柳を植える
Gaillardox!Gaillardox!
その青くうつくしい三層の段丘から
ゆるやかなグラニットの準平原に達するために
いくすじのこみちをそこに設計すればいゝか
重い緑青の松林ならば
またその下の青い passならば
必要によって赤い碍子の電柱を
しづかに昇らしめていゝ
しからば必らず夏の重い雲が
そこを通って挨拶する
そのゆるやかなグラニットの高原は
三年輪採の草地として
刈入年の春にはみんなで火を入れる
じつに五月のこの赤い冠や舌が
この地方では大切な情景なのだ
はんの木の群落の下には
すぎなをおのづとはびこらせ
やわらかにやさしいいろの
budding  fernを企画せよ
それは使徒告別の図の
その清冽ながくぶちにもなる
かゞやく露をつくるには
…や…すべて顕著な水孔をもつ種類を栽える
思ふにこれらの朝露は
炭酸その他を溶して含むその故に
屈折率も高ければまた冷くもあるのであらう
頰きよらかなむすめたち
グランド電柱をはなれる小鳥のやうに
いま一斉にシートを立って降りて行く
平野が巨きな海のやうであるので
台地のはじには
あちこち白い巨きな燈台もたち
それはおのおのに
二千アールの稲沼の夜を照して
これをして強健な成長をなさしめる
またこの野原の
何と秀でた麦であらうか
この春寒さが
あたかもラルゴのテムポで融け
雷も多くてそらから薄い硝酸もそゝぎかかったのだ
熟した鋼の日がのぼり
この国土の装景家たちは
この野の福祉のために
まさしく身をばかけねばならぬ
頰… つく
立つ
……グランド電柱にとまる小鳥のやうに
席につかうと企てゝ
みないかめしくとざされてあれば
肩をすぼめて仕方なく立つ……
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